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期 日 昭和 46年 11月 25日 (木 )・ 26日 .(金 )

会 場  1.1月 25日 (中 学校の部)姫 路市立高丘中学校

」 1月 26日 (小学校の部)姫路市立安室小学校
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中 学 校 の 部

1。 美術科におけぅパィ学習の実践 ‐          掛川市立三笠中学校
‐  ‐     |1久 保 田 柾 博

2.学習意欲を高めるためのパズ学習          熊本市立三和中学校

坂 梨 昭 吾

3.態度的目標を授業の中でどのように追求してきたか   春日井市立東部中学校

赤 羽 寿 行

4.自 然学1級集団におけるグル■ 7・撃習        ヽ 尼崎市日新中学校

奥 村 重 子

5。 小集団学習を基盤とした学級経営           加古川市立加古り|1中 学校

北 村 義 雄

6。 短学活におけるパズ学習指導の実践          東京都板橋区立西台中学校

高 橋 伸 幸

7。 小集団を生かした学級づくり             福井県南条郡南条町立日野中学校

川端英人・岡本砧鳳

8。 自主性のある学習態度を求めて            春日井市立坂下中学校

水  野     明

9.復習バズと家庭学習                 鈴鹿市立鈴峰中学校

麻 生 次 郎

10。 地域の敬蒙と家庭学習の習慣化をねらう町内バズの   広島県豊田郡豊浜中学校

霧  ■ 1‐ 11‐   武 本 忠 義

11.パズを基盤とした地域生徒集団の指導の在り方     姫路市立高丘中学校

声 田 思 賢

小 学 校 の 部

1。 パズ学習を高めるための生活バズのあり方       善通寺市立筆岡小学校

氏 家 敏 夫

2。 ひとりひとりを生かす学習指導の一方途        山梨県万沢小学校

.深 沢 謙 治
3.思考を広め深めるためのパズ学習のあり方       姫路市立安室小学校

豊 国一 美・ 堀 江光 明

4。 態度評価の試み                  豊川市立中部小学校

丸 山 正 克

5.子 どもの主体性を開発するパズ指導はどうあるべき,  滋賀県五個荘小学校

か :      ■ 石 部 清 和

6。 バズ学‐習理念を核とする学習集団の形成        長崎市立磨屋小学校'堂  下  弘  光

7.社会科学習:|おける.尋考力を高める方法        徳島市立福島小学校

.・    1  柳 沢 義 彦

8.話し合いの訓練                   豊田市立小清水小学校

_      竹  本  篤  松
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第 3甕 バ ズ学 奮 研 究 集 会

ｒ
ｔ

，
，
・
″
ギ

√

、「ｒ
ｉ・，４．歩「

1, 1■  じ i摯 :こ

本校をと多亡 {地域 1■ 、農業戸数が全体o47勇

警身等、中でも尋警農家象が近隣地域轟比べそ拳

害j合が轟 {轟業書:幕参地域で轟ると言 ,こ とがで

き基ゥ従業、や1栞澤Lも 春課獄 :ま 少な く、豊弯特壌
・

拳封装釜幸、糞 ittittt i家 菫の封建性 も比較綺長

く続し,て 来たこて
=な

いたIろ 多争き長子華続 t毒・

え f守 毎才1、 篠父母毒鷺家庭亀多 く(馨 4毎 準曇

■.も fl′ 九年幸構事 も壺轟◆幸:{豊 きて操忌争

こftも 寺ことも轟嗜てか、本校生徒傘実譲饉混

科で撻鞣でみ-3正面、気力}=乏 L{ゝ 緩性だA:ず
｀

:≒ 弁慶 0額角う1強い。知能的にな平均萎菫 f争 ず「を

持ちなが 撃ゝ学力検豊めらも毒オ・こがこだ低いとアL

争こともこうしずき七載性1か モだ iを′ヽ わξLでなない

だろ うかを

こ参 i´ た幸で、毒こ数年費 とシ上げ ilfl.た 琴:究

テーマは、学ブJI[上 を拳ぎヒ.た 事進人ィで活動する

豊菱争■すこi[鎮 ご傘 よ少な推導を れた各よいか菫

を主議工、 Flヽ実 運を育て、主繁鋳学習通動を愛す

骨「心が続け毎よt´ て亀ている。

44奪 は、村.ヽ≧勢夫先査く)「主体鋳学菅 _」 轟研究

実践によ≫くみち予晉委票から圭縫幸主諄的な学

習活動を誓:き 違そ 争と考ぇた。予菅霧理をど巻ょ

士翼与えるか、そオlを 受業藁どう豊 L´

‐でいくか、

生徒I巽 々學環境や能角とど多結びつけ為かなど、

実餞を通 Lン で総工毯が で蓄逗された。 しメか≧′、め

ざす生費Q輝まま整 く、受彗身参姜勢鐘ごぅしょぅ

もなかった寺

浴 雹 彦 鰤 熾 鼈 ξ笏 は パ 爾 紆 餘 錮 贔 蝙

贄 又 県 毅 ∫::奪 立 三 笠 中 学 校

久 霧 轟 紅 諄

戦員室●話題 O幸か ら亀井上隆基金肇ゃ塩轟芳

久先生のバズ学習方式参書警があが り、テーマ翼

進る異偉曇`聟手段 と:ノ てヽポズ学習への と多組み浄1

豊轟られた。

4纂 年争i「ひとりひと多争f華 類・すバズ学習Jを 言

…ずに峯ヽ地の先進崚を夢:究携察 :γ ≒崚鍵研修鍍≧

れ・まで學避講幸心か毎、1実鮭を通 じえ姜l摯 壺 ti/

た討論へ と覺製 Lノ たo集難づ 《レ、舞 員など

の鐘織づ く卜を絃じ尋、妻奮バズの実践上の諾巽

議が言曇拳中F£
J、 シ■女・ た。

4拳 年 :ま ひと歩ひとい彙分参考ぇをもつ豊縫を

育て忌た拳、愛 F{ズきど多育てるか、教科0学習

こメズをど多義亡Fか __と 、舞め、広める方向へ

発甕 じ彙。

「I言ギ Y言
=毅

学をrtん ね八/纂毅■・てい羞中

それ:fか テか、 Y鵞戴M撃を信頼 し、 これまで夕

テスのか箸 墓珪で碁ったY君の豪藁1■ えゝみがネ

尋れるようになった争聾毎襲.全戦員が難番で行

な 争1分問発言ΦК先生oこ のことば獄生徒0学

習面での意欲o芽ぼぇを感 llさ せる。

入毒督参たどるi重 鍾、 これ歳で枠墓さか難秩序

であ鯵、試行錐誤であったが、今 よ予ゃ く学習権

導 という亀拳の最初の入餞に:塁 を築み入れたと棒

多気がする。



宣=賽 衛 学 菫

姜難科参懇標「養鋳感受性や表現能力な墓峰る_:

ごり 上争に導たも豊機拳菱的感受性 を轟奉基こと

がで蓬るか。また機性的な表現奮:力を墓曇ること

ができるか春これ難姜構科教舞参議れ亀ポ常に念

藤にかかなければならない大 量な命題である。

しか しまた こф尋とは Fど奉よか纂」 と各 多点藁

お稗て も,かみどこるのない轟難な命議で基碁.

本毅では本嫌壼、横内研修テーでと lノ て「ひと

詮ひと歩を待ぼすバズ学習の実畿Jをすすめてい

る。養構学習饉学習参成彙を知鈎教科のよ会に数

績鋒な亀参翼義わしに ≪毎と名 多こと亀轟シ、学

膏幸成長は よ排轟爽な裁凛変容がなされることと

考えL奪のた織「ひとシひと多をf審 ぱ・す
・Jを F藝

と抄ひとシ浄Iや る僕:を 轟 iノ て毒議作に老勢築菫t蠅 と

読みかえ、さ 理やか な研修を試みてし′亀募現紋で碁

る。

催砂教摯まに見 もオ1・ る主争に文化遺量鋳なも攀を

簑得する聰基ふ移:ま理解す心と枠・,え よラエ轟分

農)外藁心羞亀舎を萎升ウも参工する舞為、つま

卜、外かも典への織 きか筆 ≒fプじる力が主てみる寺

てみれば、姜行学習 }■ ま`しヽて雑、こ毒嚢菫極夏)で

少なく、 庭分 塞身Φ由か ら、 豊分萎r妻 :4対 ≧′議 基

かを・1‐ ゝ撃管を進 して、表分塞分を彗た工打ち立て

患亀のでみ拳.

美衛●学晉鍍鶴織を整 《とか、作暮 (自 己表現 ゝ

を通 して素分を謙峰 よ多とする意志 と行為を養 多

学習でも轟患拳

:´ か 1_/、 生徒素身だけが塞も多意志だケiで 蕪こ

な裁静られるも作で :ま ない。‐そこ工維外的な奏:漱

が作幕 1/て ヤl心 ことは事実で轟1,.ま た、良 t｀ 考t

費静1必要でもみる。 ここ工姜事:奪ittΦ手段 とl_て

傘「
iバ学習が毒え られる。そ して実難学晉発導●

場
=お

与tて 、養維 塞身に亜轟な表現意欲、活動を

堪・さらた鋒の秦:鐘ゝ よシ感動鋒ざ■させるため○規

裁竜ど鍛推導●三費がなされなけれギよ もな■む

墓,甍 彎 学 雪 ゼ 拳 鸞 人 と糞 議

美籍て錢糎金が重視され尋。バダ学警○集薄鍾

星.で巽理を解疵するとい 争ことと事責一費・テ鑽 む′

で「ヽゝ毛よ争ξこ見える。 しか ≧=イ轟性 とい うことも礎

ミ暴群建:■が轟だ〕で C‐ 縫対的な亀ので挙専とすft

鍾 、‐な幸手襲主して學バメ撃晉亀充分慧義幸み心

理幸でネ轟摯
jヂ

'

Aと 鷺とを比較 彗、Aが難と絃違 勢とい ,こ と

1■ i難強に鎮違いな棘であ暴争が、Aがのぞ壌 しい

影で 3と 違 って稗心奪でなければ本轟藝鸞澄で鐘

なく、主声註′み野機に遺いと言 かべきで各拳参。

燿強イL参 一つ翼凛、概念を鞍 った貫i方、考え方

を生徒肇こ発想fせЪ定着■せるこ,と 浄1あ る.彗か

し現実0愛業におヽ毎て崚、鱗参姜舞拳鍵i睡 にξi凄}

乙発惹で、 みる方法で、暴逸科はあ尋摘義で、 会

ま {作品を寺:作 し′た生徒悸EL爽 織作轟では全 イ{l

とに亀ごって、嚢戒参毅念か ら嚢 暮資れ童移でti´

るとい う孝:が よくある。これ鐘その概念桑毎なもの

を破る発想法の定着化、意識:Lが三われてれない

か らである。

作品親作にお稗て雲、 と■ヽ そ結果 と曇て参奪轟

を重視 して、そ●観侮進種や発態注、発想選程を

見落すと聾 ラこ,と にな りがちである予I≒ こ奪過言

を重視 七′ゝ 文章 とし/て、こ撃fと して意識づけた

シ、定着化するこ,と が重要な意鐵を持■。

姜術 i■ 毀 ■ず、本素学習織爆∴的な iル うてネ多

集麺に帰すべをも寺ではない も多でネらうが、こ

と姜橋学習においては銀輯 と憾ムのかか寿 争あい

は軽崚奪ξこで喪た こうオ気寿1す るキ事か し.現実鋳

i学習拳場が集藝 と暮で行なわ fl´「
´
ごし`毛とい らこ

とゃ、籠人が集轟 と■つ他の催えか も影響を受:す

ざらな得ない としr、 子襲隻■ヽ ちしても、美毎C学習

が集理とI葺人 生の
=話

な
=′ =■

考え≒れ i tiこ と

で基4.

4ら 学 習 曇 穫 畢 幸 拳 バ ■

lll発  響

えこ丘́:f一
'0理

表■こ入凛とキ暴垂豊 を考

えてキても、「儀 {Aj主 ≒・ヽ 多・テーずで繁::奪

しよ幸とす墓時、ただ単韓「奮黄幸幸メ、:で

も一導筆千
‐

=義
難
=行

薫≒fl墓 警彗か しこfl・ たI

オでξll奪 稗蕪再肇 と澤=昔織化はなされ、なtr.ii

■■ .二
=_で

二・
1｀ :す

..轟
養 とを幸テ…す主な

二露 trし てiⅢ 義人警 とф誓係翼
=ビ

嗅 ←≒糞分

工と ,て ξ■‐t‐ 拳 :～1{∴ íO:モ■警心ф奮豪

となつているか、モ攀萎蓑寺た
=■

[三十[か も

手きr●
=べ

き,・、萎嚢工
'trlて

暑典嚢講者

意事傘墓ま多と、―f,こ:イ ドーチ争こした■1で た

表ミf)'義 メ ′|■ ■で、議 ■彙彙豊青L■ 千

裁を立て尋意識イヒが必要である各こ拳意識:L

奪真元を高拳るに錬言難で籠A江講 してみる



とか、自分C見落 馨ていぇ畿人の発見を取 シ

入ましることも幾長鋳な季彙で基ると思 1春

12:違   求

発態がなされゝ完或まで轟貌嚇イメージェ

こ′たが争ヽ違求麦巽がな瑾れるが、 この機作達

程=讐
いて も、機鍼き讐な作業がなされこだtf

でこならないゃ案こ●覺憲鞭 奉ィメーチ鐘

最 も重要な亀曇寸轟幕藁鐘進し́1な テLが、ただ

それ三菱 って参みf蓼 を参 {警 、着色をなた七

止≒Fる ので
=ま

圭爆齢
=鐘

なもなを・ 幸友鐘暴

黎轟か毎裁撃考受:i)孝詳壌な受if.還 轟工き幸o
作品鎌鯛i雀を驚■́主争墓繰、1豊力拳轟募作轟c電
度を拳ざじて言圭求がな・さま:′ なけ彙ξfな もな繰。

ここ
=新

■て、萎キ3奪轟真事満を持 ち、
‐モ“芳・l´ を打ち義 暮意志を持たなければならモ ぃQ

こ奪た二,1[担 圭嚢作i鶏
′ヽ、の事義●をっかξi護 1

そftと 共争こそれを芋Fち数 貯完成を墓せる影響

I'f」÷i必要
″
ご邊〕る。 これな生幕

=塞
身:itも 、事ろ

与・・ i■ tti隻 義三 Ciカ エよったま曇とす尋必.要が

轟患争

13'築 賞 ,評 糧

撃習3華異が作轟 となってヽ影を残ぜ
‐
ことに

な基が、そllぞれ拳義曇暴ィメージをL・
=f´

し

ぞ fL幸発想ゝ壼:‐画、橋義によって表現 したわ

けで基るが、そ攀作轟を単こ毅轟脅一方鋳な

嚢饉疑翡
｀
で終 毎せて i■ ■碁ないゃ教彗織簿轟

詳儀が菱浄i工去後まtと っては重要な意義を持

っているだ :・す工脅豊徒縫三の集轟欝賞 e評最

を行 なつべまで義尋.毒互鐘貫・評彗
=学

督

拳整理肇==る 。撃音を逸 れて得た塞二賓容が

難賞 と■ つ一歩業』1_え 市場蒻立 .て作轟をふ

寺かえ 拳て見鼻こと|こ ょって残か鋒 尋J・こ:毛 こ

と纂もな基金i trて焼∴母整を濾 L.て 蕪分券

表現がi塞
´
舞で基すた斧Lど うかな盟蓬すること

も
~ご

きる。さられ、1=A参 奪轟 |■接す基通と

によ多、姜 L´ うや妻翼傘よさを裁
=i争

こと iト

重要な意嚢を持参 .

彰=嚢 彗 會 tヽ 曇 意 曇

講壇鋳な韓慧だけで難学晉學離彙:i轟 が 毎ない

こ(L事〔養彗学習ェ薫ヽ1・ 1て 饉.肇鋳学習輝絡 多ti
奪無裁が菱翼彗難と嚢圭 《遊鑓したも巻とな千・ご

し■会.生ず自身o情緒・意志が裏■惨て無菱む量

ものと崚衛的なも器が一番巻亀學となつてエネル

ギーとな 齢学習が身につ く。学膏攀主体が生徒:0

ものでネるとい 金能動鋳な意識が撃晉を羹定する

とも
・
言える奉

塞己を作品 として参襲する護嬢畿壽鋳な療我が

なけ』1´ばなれない心塞分命ナンシ事ンな最 も難甕

たるもの藁‐
すネには言葉で表現 lノ てみる桑とが最

も有場を手段であろ争。たこぇば言葉が維鶴でな

ttに して も〔ボバ尋隷難が 〕ょい、何もかの主張

を持 ち、それを轟じ会 拳て、 轟己oィ メージを墓

拳て拳 く墨と、また霙 レ卦多義と拝灘って、お五

アヽ参主張を確拳を った り、不通を犠 ぃ,た 警ゝ 異竜

つた見方を参考にしてょ多多様な黒考をこ′て参 く

こと
=話

し合いの轟憧がネろ多讐講 馨拳上手・下

手、意識●持 ち方参差、能力拳整ェ薫サ≪すべて

の生徒に思考C隷論を持たせ尋こと錬む争か iノ 移

だろうが、素材を正貴 した り、救調
・拳なントを五

貴することによって、多少な覇隻●糸轟ξま轟みか曇

賓鷺テi  華塑 タッチ参議長藁,t,亀 てバズ

ノ trチ 議長の異な募工作轟 'テ手を示す學

再ごちも浄ittlさ か』青■.峯 彗墓少

翼ど多≧メてだ…… 〔ど参工讐l trて 轟るのか〕藍

圭徒「羹鏡 こち毎拳で ,ご 予 亀́た方が稗いと思

与́ヽ政す奪ぜ

:職で桑え.:f_亀 尋違 うところ浄E違 って稗警

ぜ
～
奪_1

「髪●毛のとモlろ と濠母ところ●衰藝澤尋難

t/登 す。J=諄 ・ じ儀藝意見も

表響奪まと等 ま
・
質感 レ表面暴メプデで変ぇるこ

とが必要だ。き分■作轟争見てご社をど多稗

|ダ ジチをれたゎ■ Fゝ か試 こメでネよ多ф聾

こ多二毎 Iメξダ・舎ポイ 1,′ 許を経か {義て妙ギ桑

ともそ舎方装だ と愚 秦参

轟三菱 講 :こ 麟 す 纂生 費 質 轟 ゎれ れ

=繊
幸豊結二}義術

=対
する鷲隷」勢纂登な してみ

111+1.f事 業 |:三≧:=鉾 と礎hだ3象澤lrfギ与廠しこと亀選b幸 、

す1寺鷺籠 童幸授業で島るデ :奪難が鍛鰺L枠 と感ず

こ■費がま1麦 んどでネシ、11奎鶴いた諸サ轟命が

キ子をで苺 :″ 稗lL尋 誓 若寸事二と繰多監織が T妻透

{争 季 し.た,一方録稗で轟拳:姜舞の理轟として通

義寺が 下手だか 毎と争ヽ キ篤警が鑑とんどの理轟で

轟幸た。義i:学年 よ酢諄亀江豊ったと纂 争鐘縫奉夏

奮記録翼亀 :~夕 資ガキーを暉轟やっ―
t‐ 諄るか も一

:轟 :



年生の時 より,ま くなったような気がします。こ

拳ごろは綾をか くのがだんだん暴しいと思うよう

翼蹴シ唆した….1と 軽争ことにもあ毎われて掛る争

養饗學学響幸難 し合裸 〔バズ 》警ぎ拳菫シだとも

えて砕基か翼つ軽て鐘、

轟甍ゞあると思きと塔ぇた豊縫……

ご争移で必獲だったか峰

わかもな移鐘とがわかる

移ろ移曇最考え方を参考にブξ量轟・

萎分學考えをたしかめ患尋とがで量拳學

覺蓑翼轟髄が亀てる場

甕を集っしょ翼考え轟ことができ尋幸

事ひょうしでもらえる

(墾

必要でな移≧答えた生徒         `
必要でない理轟

無象議があ拳

話し合しヽ翼参禁 l´ な操Atti轟 卑

う崚く査と漫もな棒薔

〔変数曇多1′ 攀ヽだ撃・
ずでネた 事

部作嚢誌・する意欲幸轟曾争二重要なことでネ専

担≧鐘先藁ふれたが、こと:こ鸞 暮科毅彗、今蓬ξ[

畿裁 したこと攀ない言讐 }4雌する訴鮮な要素鐘 F

やってみ二多争J「早 くや嗜てみえ毎幸Jと t′ち多

章数の高會争が賃′毎れる。しかし、単に「やって

みたい疇Jと い舎舞素だけて錬豊徒をよ警轟奥彙

白こ表現會でこ墓められない≧とも事実だ幸長奪

費きかiす で参議奏蓑勲■.爽鋳翼そ拳昇義ゝ章鏡亀

薄れて拳{鐘 羞1が多暴む

二尊雀拳攀重 〔シリーフ移親作を考参議作通理

を達 って暴豊推暴毎等の意窺の変イ≧をバズ学習を

崚極鈎ことシ入れた場争 と、一膏撃菅を主体≧:_

た場合の工学畿工t≫ いて議査 馨てみた番

バズ学警を取歩入れた学霧

轟幸 :

艦三::

「
:拳 :

轟歳警や 誇た私と豪悪静なか 幸た警

一`――…や警たくな準と思った犠

―・4斉学習が主体傘学習

逢穣 1-―影墾諄轟量賞

逓程 童―・・・諄量榎づ {シ

通種 募……大■かなかた査詐表示

選議 モ・―,事 プテ勤景、仕上げ表現

逢墓 曇……石膏ご謗〔め塑ど争 }

遠春から意欲赫i変 った輩轟を変数参多稗i薮≦な

らべ、一膏学習等畿とバダ学膏学毅よ比べると

デイナ「■JIな った生徒 〔意鐘幸試進 し

Fi五  一斉

たん.だ んわか 尋なくなった  墓   1畢
承ゝ亀しら くな くな った    ら    3
む1静 浄・ l′ {な った      毛    4
失難 尋た も藝ると思 った   幸   3
尭券の思 多主勢工育たない  多   重

号み土繕1か 九 {者 幸て :ド ま́ った l    F
そC亀            毛    L

プテスとなった原理

石膏撃 勢をや舞手 っヽたモ異義じ

羹分で理
'貞 た二FI Ⅲ■で量え

なれ.て 妻信青1警準て豊喬1

轟:量 __:二 ふ許むf):ま
イ
L葬三/く な 十主

や 幸て■た ■て曇た■で

争竜

`ヤ

‐ず:~し 二ヽ静・|}

籠ミ暴撃f汁 菫てや場i気藁亀った

そ幸告

ノ預   一書

6    10

3       4

轟        l

2       3

1        3

.メ

テこと考十iif義静1、 「
・:メ子学儀:″な、■象静1:ナ

な暮幸li、 二諄鉾翼意猿曇麦イ嚢が少ない≧む藁 i

二尋も13と こわ
=■

ξ)。

‐■十二七なった生徒参詈萎か、 Fだ もたん静

嬌ヽ ■士 {え らえ聾 と詩L「静亀こ.´ 轟 くなくな警でき

キ :こ iド場号萱
=彗

[多 いこ彗■重覗 暮なけれだiも

「シ砕曇:Iだ ≧悪 争悌サ峨 針ど巻 二多江嚢嚢 :ギ たも

章纂器かf哺れらなくな幸た傘でネる。

資轟竃発簿や、数轄雲対する晨数だけで独、嚢魂

14)

‐4… …… 一ヽ螂=`=鳥」二曇

やってみえ子モ 思 っえゃ



攀灘警多が見 られなくなる錯である。 このことか

らもバズ学習が重要な位置を占峰てぃるも参と思
p。

曹・ 緩畿 量攀中攀バズ幸位置

:豊: テーマ峨決定

11}制作等ためゅ築観性を持 った資料攀

鎮集

:纂: 資料をもとに義た譲作

縄}評曇 t鑑賞

毎曇導授業 〔作品無作拳場合 ;

111 テーす表竃 響■毎稗摯設埴 i

与え 毎才1.暮 場合ち言:理 こ欝途、推褒 〕

:童| テーマ
=基

づ く費科 t熱 こ「合 予。

主鏡鋒 (経験翼基づでも拳、推理 :資■

答鏡鍵 :参考書 ゝ覇違性を持 った黎轟 i

l基I 種 々な資本:の 分析望塞鰻的な知識 として策
善

i墓: 客緩的な知識なもと工各 塞拳テーマ
=合

わ

せて裁I薦 、無葬

:轟: テーマi准成費攀蕪謝

現蓋実撃摂婆摯「
おいては 1,2.5摯場面にバズt

暮嚢 L.て シヽる。

1餞賞、評 j錘 o場 合 }

11)鑑賞洋轟資■攀獲示

rl意}菫感鋳叢賞 〔ごゅ作品が好 きか。 )
:墓)作彗磐表現意菫を推理 (何 を言いたい攀か藝i

種1表現技法拳分析 モど,表現されているか。 i

:群 114に バズを応用

集作攀場合導入部を教科委員κ現在司会 をさせ

受襄 をj菫拳てれる。教科委員拳死導 をリーダー講

習会攀時、次磐よっ紅欝導 れた。

●教科委員攀投害1につぃて

攀授業進行 (導入部 )攀 パターンの提示
ダ
`夕

… ジ

Φできるだけ多くの意見を出す。

織 :舞連するこ轟 ―バズはしなくてよ1/t。

毛)今 轟のテーマに関係する参考作品な

どを示 して もら,。

●そ攀縫資料 ギ
ニ トに調べたことを発

表 彗ても毎多.

:群  :ま とめ 1 先生がまとめる。 Ⅲ

織

Oわからないことなどがあったら質覆

する。

なかこ拳た場生徒 i彗 々全員が食書 .ノ ー トを持ち与

美舞纂薦する新薦藝菱姜象き、維轟攀図板準勢姜
魚き、参考書で調べたことなどを救材馨きゎせて

寝集 させている。

暮=書 錢 罷

業 1学年 C維

題 材  菫然議か姜錢構成 一基礎デ・ずづy一

養導曇標 妻然秘かも欝 も :/纂 解 をつ で多轟す幸
C轟 然諭8造彩養をみつ蒙轟多

●轟常生鑑攀中で等霧然物 i碁轟デザギy=舞

心 を持つ。

●構或するずフをっ≒i暮 、再韓戒拳接邊を質fる魯
●包影計凝を主て墓。

0色奪で拳彙繁機撃善音f二義すこ書
●色彩攀披義を矯果的に行者多.

ξ重導計轟

お築然犠婚美を発見、スヶガチ

“構成等計憂

'再構裁 一 面構成
,色彩計憂

"着 色

・饉賃、評無

萎導参実践

12時
聞

2時閣

14時i範

露時間

11)羹然物皓発見i構成に,操 て  難 l選 霧
教署書作品攀鑑賞、おお重かな機作計画を

考えてみる。教師がまとめぅ不足を補 ,.
摯緩諄暮課ミー今霧のねら猥脅話機合ゎせる。

1分
A:猿 ―観察 繰て、美 彗さをみつける。
3:雲 ―まだ唆とまってぃ謹せん。
こ班 一A班鍾っけ加ぇて.農 無場の美しさを

見つけ饉す。

D襲一A班とだいたい同 じです。

灘
　
在
一

11:        
本まかな経作計画…新教材

達成0機互評価…鋼作磐続

き     で誇

機
そ攀露の授業 雲標 を決定、課題 とする。
バズをれてね らいを経鐵る。

機

むね らlr3を
効果的鎮表現するため等技

法 .注意事裏などをあげる。

1懸 l



f懇 もだいた機同様.

教師攀まと等も補足 一養 じさを発 し=それを

ニケガチする。

攣 晨、一美 しさを発見する方法についてバ

ズをさせる。 導分聞

A錢―拡大 尋てみ基。見る角度 を変えて率る。

l力 講ず警注意謙 く見島金

慾縫一そ彗亀鰺攀驀犠 をつかなよ多揮する。

導鏡一そつも攀から感 尋え奪象窒いかすゃ

酢襲許‐―・夕醸ッキーと菫 じようだ擁!く 。

露撃一でき轟だけ社まか で構 で。

ド理…象熱特鐘風や風景や彙然攀難 をもそ ,。

教師攀補墨.…見ることに澄意が集春 れ、ど多

描 {か を比較蜂軽携 彗ているC
で鐵き方につ繰て議す。

教科委員―震饉することが義ったも出さ・きるキ

A韓―いろ繰み量デザ ィンに使わましてしヽます6

たとえばポスダー藁 も。

懲著…お金拳 1難 に裁本が奪重 暮え攀があシ
｀
ます

‐
争

l参 拝‖まイ蒼:‐ l拳 争警1織質拳意隻長が銀る争

奪彗 一輝理霊j参 静I暴
:`て も義塗1毅it構成 糧̀た も黎

が心藍ます。

参魂 一事載 :質 草 モ)・ t・ 争です←

数 :層 …基義撃票 i磨

=車
を調ギ

=■
三i二

全諄をまとめくみ。

導拝キ菱員一参考書罐L戴 島p重 すか争

議 f～難齢江鍾夕:ス タ :メ チ

12: 再構成―メタ rチ lノ たも場をもとに再構成

教事警 .肇ミ…今 鋼:T il与 枠な議 七ゴ台1,オ 4争

1井 i嚢

ム嚢 …1■ クノチ豊もとに構成する。

導 曇たことを豊かす。

墓筑 一A壊 と難じで｀
ず
‐
。

義鏡―スクタチした部験を生か して彰なづ》〈

る。

酵筆 ―・・・・鍵然をもとにくふ ,募てか く拳

毅彗一確認する。

教科委員一方法に幸いて話 し合わせる。

革分聞

A鏡―スケダチしたも畢を大まかに してみる。

錢絲や直線筵してみる。

饗らい瞬、暗纂所誕分けるも単純にす

る。

(6i

諄嚢 ―組み合わせてみる。議澤爾が とれるよつ

だするぅ大きく拡大 してみる。

C塞 一省略する。

D議―よいところを大 亀《か≪.そ攀亀攀暑

特撒奮姜赫ず夕奉

惣理 もだ稗た姿轟様゛

教舞 ―會と摯ふ。鸞成攀方注「単純化する.

拡大する.省議 してみる、経み合わせ

て与る」などがある書最 も大舞なこと

な,も と参塞繁物摯霧験をな くさない

よつに生かす。

教科委員一壽連すること∵先選攀講轟拳家攀

紋章を見せて下奪機.…班典で見

せき ,。

教簿一全体翼難人の家り絞薫を見させ尋c

i~参 ち攀:まだきみ主争がだといも′ヽました慕

訂争ち攀はかたぜネ。 _i

:争 to戴 これです手」

「シれ奪も再 じだ。 1等声がらが ,モ:書

ねら:ハ ー方法工基づれて争 塞なスケジテ董ネ

な
'I毎

五人重、3点言平百構成 させ尋幸

無作活動

:韓: 色彩封藤:、 音色

董■番彙 ―■燿碑青
=bt・

教■委員―‐・今議乖ね 毎いを話きせるき

A葦 一色を象 4。

懲嚢 一窒撃をいか して亀争まこで皇尋争

fllトー姜11.t‐・ 二量を■ 署ラ手

li事二…Ⅲ :.ゼ iを 二‐it

地亀だ聾た 4ヽ再隷。

数議…■とみ. It≧ 孝糞馨誌等色影彗寺彗

七豊澤L曇 なが 各t新名な壽こで美彗で

嚢負す喜ゴ

暮群÷委員一量冬梅纂基づ く方法を講合わせ募争

i華 一色が線か も襲みでな繰よつに轟ふ心

護斥要がとすじるよラエ島ら会

轟嚢一もと攀轟熱鞠響色をもつ一度 よく思毎

典導でネ轟。 轟鋒ならった色を鼻轟全

義義―・‐え攀ぐを典って争毎にならないように

す轟學

D班 一色彩練習でやったことをも参一度思い

嘉 してみる。



甦華 ―こまかいところ もていね毎纂典轟.

モ攀縫 もだ軽たい鐸議。

教夢華一唆と轟ぅ轟鷲轟幸これるよ警婆輩まご多す

.る かを考え、させみた等、参考箪炸轟壼1

争_翼せ轟基平画痙撃戴鑓 こlで .l警 :■

色寺提数が事 〈、も,一寄饉色櫂蒙が少

ない作轟晏 章作轟驚比較 各て■等進 t素

攀f嚢書 を班で話 移合わせ忌拳

A裁…亀選等

'■

1/L方 音霧 iン 、「士擦嬌1邊 と

まってざミるを二曇薔等多 tr、 方「鍾ぎや

Jt i感 暮だと思 ラ。 _:

悪曇 一曇燿華ナi tt育 壱ξ奎こ́ :~曇 幸ち攀方が

,  卦 毎三pい てす.4春 _1員対攀方はA場 と

韓 撃よ予ξ{:《 ぎやかだと思い歯すっ _:

糧 もだいえ稗難様金

救響一なぜそ 争惑ずる準か軍金を藩菫″合せ る。

A華 一色議撃少な腺方を指 し、「 こっち筆は

亀影練晉でなもった亀毒攀難が少ない

からだれ警l亀■九 J亀 つ一方戴反対です+

醇葦 一色義撃二:を りヽ方を指 垣′、「こっち攀菫

色影姜習でなみった色攀環磐重繰乖だ

ξすで豊 ってら導けよlど ぅ工弯磐ξま遠ヽ̂

準で島ってあ身言す。

そ攀縫 蓬だいたい縄響争

教鐸 一すと拳。「i議磐毅等多い場合Iま全体

攀変 れゞが強い。翼峰纂色確拳毅藝士竜

稗緩:舎
・は落ち着いた感 じになる。■各

に色穫 を多 くする場合蒙こ:ま 喜ち着いた

感 撃がでな■か 年=全体攀影度、妻度

が下げネか1ら、尋轟:ま 上げるかす轟と

モ撃久点を鷲え、また、豊:種 だ〕毅が少

な纂とを輯は費 f嚢が少な稗か ら、全体

攀奪壼、賽麦峨豊琳轟るも學摯壽こ色す

るか・‐‐―警髭争に、担轟色繊醸反対奉色 一

一アクセントを′入れるとよい。重

:~纏 か彎ところ拳技法鍾ついて嬢、サ

可ソベyな どを使 参とはみ轟重ない。』

とい つヒンrを 与ぇる。

幕度変化、軽慶変化をつける方繁鐘す

でに学膏 してあるので、その方法につ

いて隣接バズを籍なう。

鐵奪逓動に入る。

様: 溝  ・色

教科委員 ―先遍りね らν・ を確認させ.各難毎

に纏互批評、盤賞させ島 約 7分聞

華事勢雛 一今曇藤 各構を轟じ合せる。 1分間

A峨 ―先遷 と理 撃よ警だ・菱 しく無色する。

諄裏 一美 し{鑢色各で生～Lげる。

籠 もだ轟たlハ 同様.

毅彗 ――オよも轟が先還 と鍵 藝で轟るた拳〕芽法

もだいたれ先還 と疑 ll麦 な幸、舞警 、

i:JIIバ ズで1:1:i還 拳IIliFll'I:登 確認さ‐護
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警 巫 機 :こ

拳れわれなバズ学翼によ轟学奮攀主体化 を、教

鵜舎犠賛を考真竜が発難究を続けで量たかけで轟

轟瀑乳 蔓襲幸途上でそれ脅接証して棒ぐ具体的葬

警審饗確鍾募て稗な操義とが条ゝ 稗 fえ曇魏題点

甍携 毅て稗患幸

翼曇科寺繕露羹立つ権導法暴究甕 藍亀聰教科o
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彗予穐幸
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豊警轟彗え亀舎紅装を基が、轄轟鋒に無駄が多 く

毅基参違麦纂大きな影響を与え尋ことになる。そ

れ藁対処する効率鋳 な方法も理論鋳に≧理解 義て

準ても、身纂警濃え実攣とを轟壌で紅鐘彙ど逮レヽ
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道のよ 肇讐 :こ 鐘求 藝てきたが
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事みバメ■撻裁1費 √〕
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る謙無銃逮整を,≧ ヒ/て 幸 もっとも望ましい態度が
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モ「れでぽ〕菫ましい態度 と鐘なにか。授業にお

け碁鞭 鋳彗標とはなにか。わたしたちの極意は

そ こに集奪1さ れサ轟論に議論を重ねて きた参で心

皐が,態麦‐そ幸も●をい くら曇ね く姜まわしても
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たいま

`「
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化葺と錢 纂バズ拳通警な位置づ撃嚢 と「
バズを経

巽 曇てい く過程での教舞攀括導性聾と考えてきた

が, バズ量警をささえる生機参態麦轟への遺求寺

襲″かた浄iて

'す
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鐘 きわめて大事 な研究の場である。

そこで1わ たしたちは,継畿 された学習集轟 と

しての役害Jを 果 していけるょぅな学畿づ くりの主

要な接い手が,学級盤任教難であることを認め ,

尊重 じ轟いながら,学等の全教縮がちえを泌≧じぁ

い,自 分の実儀をだしらい1学事轟う努ヵを続け

て もている争でぁる。

それを圭台韓して,本手質鐘とくに議豊鋳 墨標

の追求を受業のなかで響らかにしてい くために,

学年ごとに授業研究を行なって拿え年轟査摯その

学 年研究会でわたしたちが詭題鎮したユとを考え

てみたい。

甕ず姜学等尉に研究隻業を行ないなが ら,研究

討議をすす拳ることo意味きあるいは,菫 的など

こにあるのか。授業にとって,教轟 ,‐ 学習者 や教

材 の三つが主要要蒙であることはいぅまで もない

ことだが,ひ とりの教締の授業をみることによっ

て,教 師参もつ書性や指導性がどう発揮鼻得てぃ
るのか。主運違求の意図がどう具体化されてぃる
か。学習者 =生徒の授業参施態豊は,望慢しい状

態になっているか。生徒 を受業翼夢:な ず シ込むょ

うな教彗
｀
●書示器しかたなどつある0か  など ,

こうした毒題に対 してキ霙ごろな授業実義者であ

る教鍮が,一つの授業替客畿視することに ょって争

授業実懲のなかから時題 を発見 義整理 しなが ら,

で きるだけ数多 くの各轟の実験劉 と比較披証する

なかで ,.ょ りょぃ授業をしてい くための端 仮説

を導 きだしてぃ くところに,そ の意味があると考

え る。

わたしたちは,その学年研究会からなにを待 た

であろ うか。

ア 教材研究鐘どんな立場 で行なつべきでぁろ

うかということ。

わたしたちは,教材恭容の知的理解にとど

まらせるのでな く,その教材を進して,な に

を生徒たち鍾感じさせた稗のか,学ぶことは

よいことだという充実感を琴|き 起し,学びた

いといつ欲求を島めてい くにはど,す るかを,

充分考えて教材を準備し研究することで、らな。
.潔に興味をもたれそうにもない教材」で
あれば,なかさらのこと,その教材内容につ

いてのかもしろさ,関心をつくりだしてい く

必要がある各それは,あ る教科のある教材の
学習を通して,知的欲求を強めていくことが,

その次への学習に対する積極的態度の土台の

一部 となるからである。

イ 生徒たちの学習意欲がどのよつなものであ

抄,教群に対する興味ゃ姿勢はど,な のか。

すなわち,生徒たちの学習への参加意欲 と

態度を教鞠ほ心得ておくべきである。自分の

教えている教科が好かれているのか, さらわ

れているのか,大切にされているのか,いい
'

かげんに考えられて砕るのかを教無は察知じ

ているべきであるということ。    ^
その教科を学ぶことへの関心 と好ましい態

度,それを教えている教師への好峻しい感情

や態麦,それを学ぶときにかもしだされる学

毅内の好峻 しぃ学習雰囲気は, 自然発生的に

生まれてくるものではないだろつ。それは,

教響○責任でつ くりださればならないものだ。

現に,授業のなかでの生徒たちに,好ましく

ない感情や態度があるとすれば, どんな質の

ものであるかを理解 し,それを変えていくに

は,ど んな指導方法を必要とするのかを,受
業準備の段階で考えていかねばならない。

ク わた多たちの授業研究が授業輪や教科諭鍾

わたることは正しいとしても,そ こにとどま

ちて鐘不充分であるということ。

講業のなかへ生徒をり|き づり込み,生徒を

変えていった事実を数多 く出しあい,そのた

めの多様な指導方法を虐む造 していくことに,

もつとも力をそそがればならないと考える。
工 授業への主体釣・積極的態度をつくりだし

てほくためにI必要な指導のなかみを鴨らか

なしてい くこと。

,生徒の本物傘学習態費は,ど のょうなとき

にみられるか,それはなぜか,生徒たちのそ

のときの学習参加態度が本物であるのか,IFC

せ ものであるかを教師は確かめていくにはど

うするか,そ して,.好 まし軽学習態度をつく

りだしていく要因 (条件)を授
‐
業のなかから

発見し,その一般化をはからればいけない。
オ 圭徒たちにとって, 競 業がか もしろい」

というのは,ど んな場合をいい,そのときの

,授業のなかみや質はどうなっているのかを明

らかにすること。

そ■は単なる愉快さや楽しさのみではない
だろう。生機からみた「

=い
授業Jと はなに
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かを,教師自身が正しく認識しているべきで

ある。

力 授業構造とinぅ ことを考える必要さがある

と棒 ,こ と。

本当に生徒の認識と感情に追シ→生徒を動か

していく授業展開にしていくための授業のく

みたてが大切だからである。授業をよい授業

として成立させるための必要条件を,数多 く

の授業実践のなかから見出してねくことが大

事な研究方法でもある。

キ 教師の課題提示のしかたは,その授業の成

功不成功につなが っているということ。

提́示のしかたとは,。単なる技術的なことと

か,経験に帰することではない。「 よい課題

が提示できること」は,や はり教師の教材研

究の乗さと緯警さズら り,それをなし得る幅

広い学問的背景だろうと思
'。

丁よい課題を

提示し,よ い授業をしたりJと :わ た L′ たちが

ねがうからには,そ痣 見舎 9不断の努力を

積み重ねていく以外にな棒c

夕 舞課題を提示 して生徒たちを購題状況に立

ち向かわせる一一権互作用によって思考の多

画化・業化をはかる一一教諄の期待・予想と

生徒の思考とのズンの発見――それを埋めて

いくための操作一― より島次の集目思考への

組織化Jと いつ二連の教師の露導性 (授業の

毒コ心へ遺っていくためr/・違り方)の なかみを ,

もっと具体的に計画すべきである。

以上,学年部会で問題にしたことををシあげた

が,かならずしも歳鏡的彗標へつ遣求だけでなく,

授業全般について諸しあいがなされた。これは授

業というものが,元来複雑な諸要素のからみあい

であるから,そのなかのある一青藤分だけをとりだ

して吟味することは無理ともいえるし,ま た逆に

授業を絶体として研究対象にしてしまうことは間

題追求をあいまいにして,実践の積み重ねiiCよ る

確実な理論化をなじえないおそれがある。また,

ほんとうは行なわれた研究授業の具体的内容に鶏

した事実認識にもとづ く一般化でありたかったの

に,結果のみをFll言己するにとどまったのは,ま こ

とに不本意である。

通れは,わ たしたちの授業研究の方法論がきわ

めて来熱でぁることの結果にほかならないと反省

している。

象i

(3)教科での実践 と研究

わたしたちは,こ れまで現轍 育学年部会や全

体会で,「わたしたちが意図的にねら,態震とは

なにかJと か,「バズ学習がねら,態度と教科が

ねら,態腱 との関係はどうか」などの詭題をテー

マに議論を重ねてきた。そして,『意図的にねら

,態度とは,議無的 目標達成のためσ思考活動の

展開過程において当然 ,みだされ る疑費や慶難に

対する生徒の意歓釣な |と りくみ」1『くいつきJ

のかまえそのものではなかろうか』。 F教 利でね

らう態費も認知的 目標の達成の過程を通して養わ

れるものであるから:態度的目樗:と 考えてよfr4の

ではないかJ,「いや,パ ズ学習はもっと大 きな

人間影、成をねらっているのであるから教科を越え

たどの教科にも共通する態麦的翼標が考えられな

ければないのではなかろうか。」などの意見や議

論がかわされた。そして,わたしたちの頭の中な

パズ学習がねらう態愛か,教科でねら
'態

度か,

で フリコ運動0(り 返しが続いた .

こうした現職教育の場での「態度とはなにか_1

についての話しあいの結果得たものは,「こつじ

た態度をめく'る 理論面を議論することも大切で参

るが,それ よりあすの授業において生徒を積極的

に学習活動 ffC参加させ,ひ とりひとりによくわか

る受業をつ くりだしていくことによって, I態度」

に対する血のかよった概念が形成されてくるはず

だJと いうことであった。わたしたちは,教科部

会にわかれ,教科の授業実践を通して,態度的蟹

標を追求していくことを確認しあい,指導案づく

りをはじめた。

今回の指導案は,従来の本校が用 lr4て ぃる形式
「
FrCこ だわることなく,自 由に内容や形式を倉J意工

夫して書 くことを申しあわせた。自分の授業のシ

ナリオをできるかざり詳しく書いて検討じあいた

いという意気ごみが見られ,態度的目標のもり込

み方やその内容,学習過程の展開形式や表現の薫

です従来とはちがった独自り性のある指導案がつく

られた。

つぎに,指導業にもとづいた具体的な諸しあい

により,各教科 1名 の授業者が決定された。授業

者の指導案についてさ%に詳しい検討と,授業を

みる視点を講しあった。この教科都会での指導案

の検紗 内容は,教科の独自性もあって一様では
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拿 轟た機たち〔亀「 警彗濃求 藤壼と鼻独でな:こ

圭理解彗えたか。

■電 で纂,わた亀″たち鐘卜「 議麦的議藤 ぉ鎌な

藁か選とヤヽか靴念競定鍾時鍵を費じiそれぞれ攀

毅難が,モれ,ぞ れに違 寺ぇ考ぇかたで発言義=討
議がか事轟ゎず多農盤を感ずる枚慧が続いてきた

攀で暮基苺募か彗ま虚争やく授業実鍋を通 :ノ=て ,

嚢標 こ歳為譲度が,な えで轟静琴そ√シ議麦舞麟薇
を実奨暮てい くため攀場薩ゃ逢程が,認贅桑鋳彙檬
を実筑彗ていくた拳争場霧ゃ進寝 ≧鍵機翼,具体

鋳纂計計憂され堵ければなもないことξこ気づいた参

通去畢推礫案誕褒れて鐘魯本時く,藩 導だ態豊錦 震

寡なわせるたけで轟 r,た 亀のが,学鷲凄霧撻器をか
‐
でこ,す テ議員鋳還霧を考え彗■ばなも竜攘ことにな
つたので拳る。

菫ま主/れ知鋳理解だ達するため鍾は彗望ま彗ぃ

塞己鎮長へ拳主簿釣で意牧鋳 な態度が士合になけ

ればなもないれ多モ 拳ょ多老態変鏡]査 さに菫ま

七″寺イヽ夫灘 曇解に達する逢義
‐r育つべ きも申でぁる摯

そ れて,こ のょぅな授業をお じすす轟るパ露学膏

が きわめて毒
'効

な学奮のこ″かたでみること鍍ます

で鍾わかって繰るも少 く,と も,わたしたちliわ か

っているつ も勢でぁ った。だが,実鍮識選 とこ′て

こ伽 よつ竜態麦が, どこ)ょ 参なj墨種 を通 なて培ゎ

れてい くか藁ついて鍍,婆然 としたままでなんと

な くバズ学資をすれば懲度が養われ ると考えてき

た申ではなか ったクか。

難待する認無 藝標翼難達するための認知的進程

建かならず態愛農む違程 とかみぁって毎るのだか ら,

そftら 器違選 を重視し,・ それらゆ指導みなかみを

費 もか紅 することを摯 きにして鐘l謙無 も真攀定着

と発展 をみないだろっ馨,態麦締 養響鍍かけ声に

疑わ って 蓼疲争奉でぁる。この当然すきたる鑑ど曇

熱な結論ク〔繰たる通程でわたし√たちは多 く≪)も 中

を学えだ参をとィて:「
｀
態度とはな鍾か」について

残確護定義づけ葛ゎけ翼はぃかないま'ど も少なく

とも,次参董多に言費_る 受pではないかと考える。
人i義 のあみ対象への意欲的な姿勢,態度の根底

:C鐘鵞みずからの儀髄体系をもった自己の生 きか

たがあり,学び経験する過程で新たな方向性を生

みだ私 豊かにされていくものであろう。学ぶこ

とによって獲得されていく叡無が, 自分の生きか

たを確立 し)人生に立ち義かう態度をきめてい く

参である。わた 纂たち鍾,生徒たちに塾この可能

性拳実襲警めざミ′て,将来 ど参 ょ金な人鶏として

成長 してい きたいかを考ぇる義と拳で きる短識を

学ぱ せ夕そ僣轟義実異фためな意欲鋳鍾と勢くむ

態度 を育てていきた稗ゃそ参ょぅな態度

の実 装を受美菫標 o二つとして,意図鈎糞実量 嚢

ている拳で基6。 そ●よ多な人闇の生 きかた,人
難性その もの ともぃ 食べ き譲度を毎時鑓や授叢参

なかで進求すること鎮  ゝど
‐
多することな攀だら多

か。わたしたちが嚢穣 としている態度は、ゴξズ撃

習攀場だけや,ま 募てや,一教科の枠病で達成で

きるも申で鐘なく,教育それ 自体であ警,す べて

の教科が追求して,、 く露係でぁる攀義実参受難場

面でli l・そ争…1≒難参学習でなら,馨麦鋳 肇標鍾テ

焦点化されてしかるべきだろ つし,そ拳馨豊鋳 藝

凛攀i轟 求の方法 彗緩序∫活動場面進程毅轟然それ

ぞれ参毅群彎摯 嚢な具諄轟むな基らゎれかたをする

はず である。

わたしたちは,生機が大 きく奪って,羹 分のゃ

るべ きことを見轟し,それに情熱を薩けてつくす
j敷被ある生なかぇをして′■しいと療 多が,そ れは

今中学膏のなかでチ……つ争講題 に薫欲をも′,て と

シくんでい く態度を圭台としながら発展れてケ、く

ものに違いない,われわれの菫んでいる馨魔1人
降饉 な縄羅 じ,それぞオl奪 教科

‐
でどれを受け もつ

ことができるのか,その場合はど拳よつな教材 を

通 してFど のょり鍾展課じ接近できる静かチ教農

盤 轟拳橿性にもとづ く方経で発らかにしてぃ くこ

とが今後の課題である 9。

4 これ か ら

わたしたちのねもう F態度Jと いう亀のをぁぇ

て性急に定義づけでも′まわな棒で, 睦 度と鍍な

にかJ,「態愛的 彙様を授業のなかで、ど拳ょ多
に選威していったらまれ拳かJを ,それぞれの教

締がぅ書轟に考え, 1時難,1時鶏砂授業に真燿

にと多くみ,獲素してみた。そして市そこに生 li

れた費題点を学年難会,教科郡会,全体会で出彗

あい。「 態慶」につ軽ての講歌を離めてきた。

そのため,こ こにゎたした争が至馨達彗えたもの

は,おおかたの轟にl・t,と るに進らな幹ものと映

るかもしれない。また,多 くの議 りをおかしてぃ

るところもぁるかもしれな稀よしかし,今までに



礁崚 して,致鋳集霧が華主的 に研究 にとりくむな

かから生ま彙基 =,■ んとかのま とまンを軌に感ず

碁こと浄1で 業,さ ちに共鋼携究をすす碁るなかで ,

教無攀A難 と襲ての轟静かた,生 驚浄したその機多

く参ことを学がとる義とがで きた曇とは,こ の負

えな繰喜事で轟 った。今後静わた事たち戴夕これ

まで象上霙きず勢L濃い時饉 にぶつかゅていかなけ

才箸まなもがいも繊と思ゎれるがξ全員o結薫をい

っそ 参霧等,鬱:資拳推進にあた 多たい。

わた l〆 たち幸鬼鍛 象Frご ぃかなけ塁ままなら量ぃ儀

みや機餞二鍍数難肇_老 繰。そ拳なかから=今'黄 ぐ

翼蓬層彙を達 られてア、幕轟麗 な爽ξζ静ヽかげ1進導

轟ξ_た 稗参

(1)わた 01た ちが梅げてぃ くべ き,具諄釣堆態

鑽.轟if豪標 ととゴては, どえJを も奪を考賃́たらい

チゝ拳か書モ l″ て,そ拳麗標 を学批教育を簿幸

ご善よう奪場 で:バ ズ学習を通して達競 な′て

しち幸た もt4争ゼ )か ということ。

1露i わた :_,た ち毅無ままャ決 ミ″てi奪 まれた境轟に

基ると鍾しイ、ぇ亀い。そ幸なか鎮轟って,「慧

知」と「議愛達4)両 轟標 をも‐》とも龍率的に

選戒 彗ゞ生徒勢壺 きてい く薄とす・るためには ,

数精にど≪,よ 参にと歩{み 管モゼ♪エッtyヌ
を指導案纂ぎ攀童多にも警こ与1授業幸なか

で,ど 中よつに実現してい ったらけ、いく}か どI

い うこと。

i3)生費 4)人鑓 とこ.‐ご錯基本的欲求鎮許え,授
業を喜び4)あ ふも拳=睡陶拳轟轟 も参とし,

璽婆義シヽ熊度を培 って予ヽ くた路には, どのよ

うな方法を轟遺 していった もぃレヽのかとい ,

こと,

14ブ 録とともに,こ れまでの研究で生み義れて

おた難式鍾ともゎれすぎ,内容 ょりも彫式を

優先藝て尊唆 つ嚢角が生まれてきたことを否

定できないが=こ 磐罐白を打難してい くため

誕織,ど ラ募てい った らい軽参か とい ,こ と。

15, パズ学習を鐘んとぅに実の基る もoと する

に鐘,教無と生徒が,パ ズ薫動の技術やr心が

まえをいっそ ,身 韓つけていくことが必―~5で

(3)

轟るが,そ●た轟には,どのょうなてだでき

考えてれった ち棒いかとい つこと。

≧離″ら攀:穐懇を蒐濯襲れてい くた論纂鐘,ひ と歩

幹と勢●教議が,ひ と詐ひと酢器盤縫をネつ轟 ,

菟携鍾賽醜鐘録をと参多
・

浄lぜ■場を変革 彰て張 った

事実を豊塞纂轟し轟れ,有効な方装を動遣曇ノてぃ

くことに蒔をそそが亀ければ堆与彙稗藝

また,「霧無』と違 ソpて 夢態豊J豪、愛業攀な

かでだけ彫鏡され基ものでばない。轟ら攀る場で,

生後鐘身につけてレ≪ 。それて,そ拳老静1に鐘チ

菫まむノい馨豊砂費違纂ァイナ三参景羹となるもの

む少く垂く́量いことを考えるとき,この難魏に立

ち毒かったこ轟■かそれす ら感ずるこ≫で心るが,

撃量化,軽定化した人鋳こ≫育成を建かるのでなく,

生徒拳内なるも奪を啓発 し,自 轟な, 嬢無な嚢境

争もとで,生溝を自止ざせてい く人蝿な育てるた

拳デわたしたち教講も, :を 組を真髪とこィ聾 夢ど

多生きていったも毎曇参かゴをつ彙鍾義己翼置い

かますてし。きた棒c



悽繁学 羅 ξ墨轟 :す 轟グルー プ撃 薔

:年 i裏 曇嬢 鍾

蔓講挙:の ねもい藁参 ¥、 てはちい手軽ろ講轟され
'て
｀
しヽ4軒夕れどt英語を使 ってコミュニケーシ警ン

ができる鑑力を身につ彗轟ことだと考えて軽尋曇

奥語をつかっ七轟≧表現ができなければ彙もなけL

こ舎蓑嚢力は、尋る場藝で凌嬌萎i覺語の時容を辞

本語で思棒 うかべて英語で表嚢する學で襲な でし

て直甕鋳に英語で思程浮かべることがで亀るょう

翼管濃 fな しないと身につかな軽争

この 機itti彎 二R IttlisLの 習慣を確立するため

'こ

も錬習が学習活動 o中 で大 きなウエイトを占め

なければならないと思う。 輝本語の習慣がすでに

キに・1■ ずヽ静る鐘綻馨とって発:、 かな 警奉員警繊

膏が
`Zヽ

欝であむ、畦えそれに購ぇ4強毎意欲をも

たぜるような配慮が i必要で戴なかみ多か。

蔓轟にょる表現ヵの基装を堪っている寺学校乖

装議での受業 をこの最もいにそってどoょ うに排

桑鋳菫進めたちょいかを警究するのが研究oね ≒

稀で尋る。

41}英語学習 と集難

近年 Oralこ ppr韓義 の授業が広 で行なわれてい

るが、生徒の実態を考えると群理があるょうだ思

われる學つ竣静授業キ■教無鷲多数の生徒から成 り

たっているのに生徒爾志の横命人間関係/ヽ 申配慮

とか生徒の儀八差静ょび無鋳心理鋒発達へ参鐘慮

が不十分ではなかろうか。 曇嚢練習を重覆して≧

flを 一斉で行なった場画を考えると、全彙が争唆

≪言っているょうに開なとれても、数義の ものが2

れずかの時間、か (れ て言っている場合が多い。

昔た生徒のスピー ドには、種人差があって、最初

幸難攀 をいって棒るにす ぎない。それを小集羅で

行なつと権の生徒のかげて匡だけ動か駐ノているわ

事にを■いかなくな基,舎 権の生徒は、それを聞いて
・ヤリ、間違いを正し,た 砂.王しい発音を確認ヒ.合

争ことができる。小集鶏癖の人間関係が望 ま tノ い

も参であればその効果は大をいのではなかろう静ゝ

このように授業 とその人間関係 を改善するために

鋳 華 立 轟新 中 学 校

蔓  村  菫 子

装、牲雑たちの霧幾量を増す ことにょって権互作

用を高めねばなもな藝。教難が,こ´ヽやべれごしやべ

る,■ ど生養●禁響鋳間は少な くなるも彎である。

華分たち拳課護 と曇てち練習にと渉でみ、それが

塞分たち参ヵででき患喜夢を感 じ渉互に瞬け合藝、
・

励 まし合って学習を豊轟るょナまこなるき

iF)学習方法●謀隷

集轟学習鎮生後の主体性を育てることを轟的 と

し/て いるが、そのた轟キ〔学習方法 を会待させるこ

とが必要
τf轟 ろ争.蔓語科o場合それぞれの段

階で、轟る種度崚で教轟申指導性が強 〈働かなけ

ればならないし徐 々纂、集瞳として●継機的な学

習方法 き身藁手けさせ尋とともイ羹莞鋳学管を動

晏させてサイ ことが大賛でな浄L拳 歩か。墓語の音

声袈裁争こ獲れ、基本支覆を学菅豪終った簑から辞

書推導 とらい■って、予奮の分量を基ゝやし、 見進

しを持った学習を進轟るょう鍾とrた らどうで島ろ

うか。

4卓)授業に瀞ける集議の育成

骨 小集議の構成について

小集題で学習活動を進めるには、そめ八数を何

人にし.た ちよ榛かがょぐ問題にされる。「練習場

面で鉱?A難 (h ir)が 1番有難である」 とい多

人もあるが、学習の要因 と[´ て大響な聰舎亀1罐 ti鍵

ゃ re鍾二重es3を考えると4人の小集難などうであ

ろ争か。 2A畿ゃ碁人線 と分かれて学習しても毎

つも自分達が所属する√
:ヽ 美置 (褒 )に ょって、自分

達0学習が点検、批報され、協ヵゃ援動がなされ

てレ毎患気持を持たせる必要があ 響、そうlノ なけれ

ば効果は、期待できな軽.

②  リーダーについて

Y― ダー鍍小集餞で繍習に取 りでむ場合、声が

大きくなった、り、がゃがゃと低い活動にならない

ように有場に学習を進行させ島役彗をつとめる。

轟嚢′会いの場合は司会者の役害撃をつとめる。

攀―ダーは学力もすく
さ
れ、民主的指導力をもった

生徒が望警しいがなるべ〈全部の生徒にこゅ役蓄墟

鯖十一
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警難畿 させたま■ラがよい と考 えて棒る。

e 馨度薦への配慮

とイ:〔 難嚢練習の場合間違った生後を笑 争た争

響やかした多するこ左を学習の場で数轟対に許さ

ない集霧の規律なきから生み轟すよう指導 L´ なけ

れ 黙ならな毎寺躍嚢練習○際、権手が聞違ったも、

必ず批寵してや論、つまずれたら、争ざの電話だ

籍をとントとして言ってやるなど.襲 まれ棒行動

作基準憲示してゃり、それ紅舞かってか互粋に、

協力して椰で態度 をつくることが必要ではなか与

多が.

参 鰹崚しい壊鸞争

転轄t鶴傘t幸難難を嚢露球鍾震争させること襲

警購器蓑難で鐘学習藁共鋼の舞種を持ってとシ《

唆せる攀裏窮効な手段でネろう。 こ″かしノこれは集

難のエゴイズムが強 くなったり亀威績下位者が劣

等感をもたな稗ように轟こ慮すべきである。

驚 iti理 の問鍾ばか歩で最く、やさしいhttri葺

参臀饉などをと歩いれ一定寺壼ギ達轟簿を示し/た 多

書くことに弱〈でも難覆発表がょくてきた場合、

こんをで、鐘時でや り、講警し″台嗜たりす患雰轟

撻をつ でるよう遠、かけ
｀
てをヽる幸

◎  グループ ,ワ ー _・
F

発轟鋳者集糧活mと して、その霧のかわ多纂、

学習した文塵をとり入れた会議文を班で作 らせ蒙

壌ずつ寸鯉を行なわせてはど多だろうか。 こ拳場

合、つぎ0こ とに留意する。
ξ ア.その議で習苺た文鍵を必らず折多込む

こと。

イ゙ 小集議の成員全員が登場すること.

デ、各人の発話謬片ようないこと。

二摯 必ず饉人で書いてきた亀参をもとに講

をメあ彎 蓮ょ多作成すること。

重.寵 鍛 と 奪 寮

義)羹業分析のれらい

舎 文型畿習〔Lt機難 Practi鉾 )は小集難

で行なった方がより難乗的でなかろうか。

② 学習プリントの理羅嬢、文理練菅に幾難

があるかどうか。

(2)授 業 計 画

① 学習内容 懸鷲 動司の鷺法 (城濃t)を

渡った疑聞文、色彩を示す彩容詞

⑫ 対象 1年  6.■ 8組     .

e 時簸 昭和 44年 9月 17諷

奪 実験の方法

学習遷程の文躍緯習の場薦1で 一斉撻駆ご

学習と小纂議での学習活動ま比較 lノ Ъ生:

の学警参擁拳紋疵を比較 lノ てみ亀

グループは学織小集議を愛ってネた幸

8組(小集議〕 :

(3}隷最√,考察

y:墨 畿珂:事雲轟によ墓彗習につしヽて生徒幸疑

壺拳渉 も暑与Φを・1と 轟ると次の選 シで轟る
`

な理 轟 反 対 主 な理 轟

・教議がG壽

をだし一番

藁ド¥ノけ る

。一斉のあと

ダリン トを

みなが毎儀

艇に裁琶す

る。

基纏鎮覇 じ

小彙猶でプ

リントを見

ながら ¥―

ダーの指示

:■ 質って隷

習をする。

3α憑

基畿に群 こユ

:支幸つ ギ←

_ギ につ毎て

優人で考え

彗奮しわか

もない薫を

話し′合争.

拳か い筵やれ

るモ

卜互いに鱗け

島責́る。

塞分勝手に先

にゃってし墟

う人がある。

やか亡しい。

発表できない

人の とこでで

とまってし珪

う拳

みんなょ イ

る。

なごやかな空

気 になる。

f計
習をよく

って で拳ょ歩

になった。 |
浄ユた イな イ○

び i/Dび す る。

できな操/fk

亀よく機力し′

で ぞれる。

生徒のアンケー トの結果 で、多数の生徒が小美

魏○活動鍾磐味を持 っているようで授業でも量数

鋳であった。反対の生徒拳 もの も小集鐵の状態が

義警され練習の方法 をのネこむ とよいのではな枠

かと思われる。

― 奮―

6緯籍 曇澤警 ア縫〔/1ヽ 集鋼}

壼 姜 轟 藍

ふざける人が

レヽる巻

自分 で深 〈毒・

え られな移.

人の発音にも

ん イをいう人FVヽ  こ I~ノ 〆 ヽ
 :

がいる。    :
気の あう人が

棒な棒。

７′
　

組

70鋳

８

　

組

ア襲 26毎
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ゝ

ξliプ ラス 轟

ア ル トープ漂%をすることにょぅて一斉無

畿から無駆轟鯰裟馨る⑮紅禁薯する生装を

最うことができる。

イ 攀A活動で鉱答えられない生徒や萎信0
ない豊縫 もダループ轟雛によシ学習だ参瀬霧

キ́或緩 も海上するので絃なかろ多か。

ウ グループの 塞釣 を達成することに、轟足

と誇 りを持つようになり、共同鷺譲な出て

くら.

籍f■
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十
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モ彗
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〔:一主10人が辞書で意素を調べ、籠拳人が文

拳 t… .て み拝争纂で考えた。

(l費 :争 o考えが難っき摯言えて自信がつ枠た舎

・ 畿時な点をダループ○えて載 えて
'亀

らつこ

とができた。

0轟力し島争ことで緩気があった。

◎ 何を技術 (401穏 )と して練習させるか。

・鷲基方と話し方の力をつけるために
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う争に久けて棒らえ為、等とiノ て/1｀集議溝動が失

歌した 拳、失離しない構でも難待したまうな議長

浄iえ もれな軽時、豊徒違錬灘足成を素わえ姦こと

韓寵警:それ赫i生徒達襲一膏指導○方がわか 妻や

す準と移う欝となった り、集難活動○難鍵をとJ
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第 3回 バ ズ 学 習 研 究 集 会

小集 団活 動 を基盤 と した学 校 経 営

加 古 川 立 加 古 川 中 学 校

(北  村 義 雄 )

〔I〕 学 級経 営 の と らえ方

学級経営という言葉は、最近「学級会活動」あ

るいは「 学級指導」という言葉が使われるように

なつて、焦点がはつきりしなくなつたように思わ

れる。 というのは従来は、古い管理主義的な各教

科学習の行なわれる集団のイメージが強かつたが

教育課程の改訂によつて、中学校では学級会活動

学習指導がホームルーム活動の別名として使われ

るように歳つたからである。学級会活動、学級指

導は教科学習とは関係なく、「 学級生活に関する

諸問題の解決、学級内の仕事の分担処理、楽 しく

規律正しい学級生活を築 くことに関する活動J

「 個人的適応、集団生活への適応、学業生活、進

路の選択、健康安全」等の内容を扱うものである。

従つて、これらは教科活動の行なわれる学習集団

ではなく、生活指導ないし、教師中心による生徒

指導の行なわれる生活集団の色彩が強く、学級経

営という言葉が、時には学級会活動、学級指導を
｀

中心とする学級経営を連想させるようになつてき電‐
ところで、学級集団は論理的には、学習集団と

生活集団の二倶1面を含んでいる。これに対する指

導として、教授 と訓育の二面が考えられるわけだ

が、現代教育科学は、「 教育する」作用、教育作

用を「教授とヨ1肩 の独自性と両者の相互媒介、相

互浸透によう統
=的

発展」として構造的にとらえ

ることを目標としている。かつての学級経営は知

識教授中心の学級が考えられ、教師の一方的な上

からの押 しつけが強 くでていたが、これを逆転 し

学級において民主的な人FF38関係を生徒自らの手で

作らせ、この人間関係を教科学習の面にも広げて

い く F生活集団J「学習集団」の両狽1画 を含んだ

民主的集団産「 学級集団づくり」と私は考えたい。

すなわち①学級を差別のない民主的集団につくる

こと。②生徒を調査、とりしまり的管理の対象で

はなしに、教育の対象そのものにすることである。

いいかえれば、教育基本法にうたわれている「教

育を受ける権fll」 ひとりひとりの学習権を尊重す

ることであると言えよう。生徒ひとちひとりが平

等で、安定感をもつて自主的に助けあつて、はじ

ゅて、学習が人間形成を目ざす本来の意味をもつ

のである。

その為には教師は単なる知識技能の伝達者でな

く、生徒の心情に迫る教師、人間愛に満ちた教師

更にそれに加えて、学級集団の民主的なリーダー

資質を備えた教師が望ましいと思われる。民主的

なリーダーは学級において生徒ひとりひとりを解

放 し、学級集団における個々の役害Jり 、個々の地

位を尊重し、お互いの協力に結ばれた人間関係を

育てることができるからである。それは教師から

生徒の方向をとるというものでなく、生徒ととも

に個々の生徒を生かし、人間関係を改善し、おの

ずから民主的なルールを作りあげていく、生徒の

実態から教師への方向をとつていくものであると

言えよう。

〔Ⅱ〕小集団活動と学級集団づくリ

-1-



前項で学習集団と生活集団の両面が、それぞれ

独自性を主張 しつつ、相互に浸透 しあう統一的発

展をとげる民主的集団化について触れたが、実際

学級の集団化過程において小集団の採用はどのよ

うな意義をもつているのであろうか。

一般に小集団活動の効果として、

①生徒の自主的な学習態度を育てる。

②学級全員の集団参加を高め、共同的な体勢

と雰囲気を盛り上げる。

の二つが主張されている。特に集団の教育的機能

としては、  (′清緒的安定 )

①集団による浄化作用

②集団による態度の変容 (人格形成 )

③ 問題解決力の向上

が重要な点としてあげられている。反面、

①ムード化 (な れあい的行動 )

②集団埋没化 (個人の喪失 )

③形式主義化 (き れいごと主義 )

④成員の内部分裂

⑤集団エゴイズムの発生 (反社会的性格 )

等のマイナス面も指摘されている。 しかし、いず

れにしても小集団を形成することが、ひとりひと

りの生徒の成長をより良く育て、助ける手段 とし

ての効果を否定することはできない。自然発生的

にしろ、教師の働きかけにせよ、その発達段階に

応 じて、メンバーからその学級集団の中の一グル

ープとしての生活を楽しく価値あるものにする為

に努力することは、そのグループの発展はもとよ

り、その中のひとりひとりの成長に大きな役割 り

を果たすものである。お互いが、成績の良し悪 し

に関係なく、一個の人格 として尊重 しあい、個々

の仕事の分担 を決めて、共同で責任を果たすとい

う協力的な態度や、できないこと、わからぬ所を

教 えあつたり、励まし合つて補いあつていく人間

としての優 しさもそのグループ活動の過程の中に

養われ、その輪の広がりは学級、学年、学校全体

へと広がる無限の可能性を秘めているように思わ

れる。         i
しか Lノ 、小集団活動は単なるムードに流れるこ

となく           〕

①全メンバーが承認する一定の目的をもち、そ

の目的にむかっての集団行動が要求される。

②その為に集団は組織づけられ、一定の実行機

関を備え、それぞれの機関はなんらかの権限

… 2-

を行使することによつて集団の期待を実現する。

③ メンバーは守らなければならぬグループのル

ールの存在を知り、そうしなければならぬ必

要性を認める。

等の制約も当然考えられる。 しかもこれらを支え

る基本的な態度として、「 自己の納得できぬこと

は、はつきりと主張する。」「 みんなで決めたこ

とは必ず守る。」の一見矛盾する対立 (葛藤 )が

あつてはじめて、個人的関心は集団の必要性、高

まりへと移向し、真の小集団活動は確立されるも

のであると言えよう。ひとりの分担作業は他 との

横の関連の中にとらえられグループ全員が選んだ

リーダーはみんなの意見をまとめる役目をする者

であるという考え方や仲間のひとりであるという

考え方をしつかり身につけて、良いグループ作り

の為には、リーダーとメンバーの円満な人間関係

また互いに共同の目的を達成するには、当然お互

いの立場を尊重するという厳 しさも要求されるで

あろう。学習指導要領にも「集団は単なる個人の

加算的な集合ではなく、なんらかの構造をもち、

それぞれの成立は一定の社会的地位をもつととも

に、社会的役害1を果た しており、また成員相互は

支配、被支配、愛好敵意などの関係によつて結ば

れている。集団は個人の寄せ集め以上の全体性を

もち、ひとりひとりの生徒に大きな影響を与える

心理的な場である。生徒たちはその集団とともに

ある生 々しい生活現象の中で、集団の一員として

社会的な習貫を学びとつてい くとともに、いろい

ろな知識や技術、公民としての資質などを身につ

けていくのである。Jと 書かれている。

いいかえれば、学級集団づくりにあたつて学級

内に班という小集団を編成 し、それぞれに仕事を

分担 し自己の地位をはつきりさせるのは、単に班

(小集団 )を 作ることのみを目的としているので

はなく、まだ学級というものを集団として自覚 し

ていない生徒たちに集団そのものの存在を自覚さ

せ、個人と集団との関係を知 り、相互改革化を目

的としていると言えよう。つまり班づくりは集団

を知 り、集団の行動を教える為の教育的道具であ

るとするのは行き過ぎであろうか。全員がなんら

かの小集団に属 し、個 と小集団、小集団と小集団

、以上のものと学級集団との相互的な関連の中で

個 と集団の相互成長をねらつているものであると

言えよう。



〔Ⅲ〕 4ヽ 集 団 の編成 (実践例)

(1)学級集団づくり

lFl 学級目標の決定

進学のことしか頭にない利己的なエリート、差

rllや抑圧に慣れつこになつてしまつて存在価値を

無視されてもなんとも思つていない生徒、更に社

会の色々の矛盾を反映 したような問題児、中間の

無気力者等、色々な集団の学級で、一年間を終わ

つてクラス解散の時に、「 あの学級は良かつたな

あ。何かいつまでも印象に残るものがあるなあ。」

と言つた学級にする為には、お互いが腹の底から

なんでも言える暖かさ、お互いがお互いの人格を

尊重 しあう膚の触れ合う学級にすることが何より

も大切である。しかも抽象的なきれいごとではな

しに人間尊重の精神を底流にしたより具体的な目

標にと決めた。

◎「 ひとりがみんなの為に、みんながひとりの

為に尽 くそう」 (仲 間づくり)

0な んでも話 しあおう

(陰 でこそこそしない )

0あ いさつをしよう

(親 しみのはじめはあいさつから )

0働 くことを大切にしよう

(青白き秀才よりもたくましい鈍才に )

0いつもなぜと考えよう

(権威に属せず、自分の頭で考えよう )

(Fl 班編成

学級役員として委員長、(1)副 委員長、集会、風

紀、美化、会計、図書、保健、学習 (男女各 1名 )

が、学期の始めに選出される。各班の班長、副班

長中心として集会～学習委員の男女がまず固定さ

れる。良い班を作る為には良い班長が必要である

ということを確認 し、学級役員選出の際に、自分

の班の班長として適任かどうか。あの人なら充分

協力できるかどうかを考えて選ぶのである。班長

と副班長との組み合わせも選ばれた役員達で納得

のいくまで話 しあつて決めさせる。集会委員の班

長、冨1班長の所属する班は生徒会への活動も生か

せることを配慮 し、集会班と名づけ、美化委員の。

班長の班は美化班というように、奉仕的活動や生

活を中心とする班編成にしている。

次に、メンバー42名 (男女各 21名 )は異質

男女混合の 7班に、自己の希望する班長、自己の

希望する生活班へと選択する。この際、問題とな

るのはある班には多くの希望者が集まり、ある班

には少数の希望者 しか集まらぬ現象が生ずる。 し

かもどの班へ行つても班長に拒否される生徒 もで

てくる。教師としてはこぅぃつた場面が生じた機

会を利用し、拒否されるリーダー、メンバーの間

題点をみんなから厳 しく批半Jさ せ、反省の材料に

生かしている。更に次の班編成 (学期に 2回 )に

は同じメンバーが集まらぬこと、又、うまくいか

なかつたらす く
゛
に班編成をしなおすというのでは

なく自己の選んだ班に責任をもつて真の仲間づ く

りができるまで同 じ班で努力したい。皆に拒否さ

れる人を暖かく導いてやる集団の意義などを充分

に話し合つて班編成ができるのである。なお助け

合い、学習を中心とする学習班は生活班を基に、

1名 リーダーを選んでメンバーが希望のリーダー

の元に集まつて 4～ 5名の学習班を流動的に編成

している。

〔⇒ 学級組織 (役害1り 決定 )

それぞれのメンバーは必ず何か 1つ学級の仕事

を分担 し、成績の良し悪しにかかわらず、皆の為

に役立つてvヽ るという存在価値、喜びを味わうこ

とをねらいとして、奉仕班にふさわしい係り活動

を班毎に決定する。各班の活動は生徒会執行委員

会の縦への活動を生かすことも考慮している為、

班によつては仕事の軽重がでてくる。

そこで、それにとらわれず班は独自の仕事のバ

ランスを中心とした役害1り 決定を心掛けている。

そして自己の仕事を確認し、常時、その役害Jり に

対する自覚と情熱を持続させる為に一覧表を作成

し、その仕事がうまくいかぬ時はその班全体の責

任とし、火曜日の放課後の学級の日に班会議を開

かせ、継続する根気強さ、維持力をもつて助け合

つてしあげる成功感を味わうように指導 している。

(2)学級集団づくりを活発にする為に (手だて )

0 学級の企画運営 (プ ログラム委員会 )

生徒の自主的、自治的活動を育てる為には、そ

の活動の場である学級が、積極的全員参加による

より良い学級の雰囲気を作ることがなによりも大

ぃ切である。その中でこそ集団の成熟と同時に個人

-3-



編成されたグループ

(備考 )

0印 奉仕班の活動として当然考えられるもの

X印 分担の軽重から他の班ょり移行 したもの

学習の世話係 として  0集 会班 (国語 )0風 紀班 (数学 )O美 化班 (美術 )

0図書班 (音楽 )0学 習班 (社会 )0会 計班 (理科 )

0保健班 (英語 )

-4-

?" )v - 7"& 人 員 活動内容 班 目標 考備

集会班

男

女

0集会時の整列

×背面黒板の活用

×諸掲示物の立案、作成

0探究心

物事を深く考え

すすんで解決/

成績の良い子はいないが内気

な子が集まり地味ではあるが

暖かさの感 じられるグループ

風紀班

男

女

0学級内風紀面全般

0服装検査、遅刻調査

0生活管理

0活発さ

積極的に

発表 しよう

男子に リーダーがなく活動内

容もむずかしく、いつも悩ん

で放課後よく話 しあつた。

美化班

男

女

0学級内美化整備

0清掃、用具の管理

0カ ーテン、修理

xボ タン、ほころび縫い

0明朗さ

なんでも

話せる

班に しよう

明朗で好かれるリーダーを中

心に献身的に奉仕活動をよく

やつた。女子の男子のボタン

つけの姿は微笑ましい。

図書班

男

女

0図書館の管理

0学級文庫の世話

0学級読書会の運営

0学級班新聞の計画立案

0充実

何事も

最後まで

やりとおそう

学級文庫の利用が中心で、学

級読書会の運営は質、量 とも

見おとりがした。

学 習班

男 3

女 3

0教科担任 との連絡

o自 習時の運営

0学習法の研究

0理想

何か 1つ 目標

をもとう/

課題準備が遅れ自習時の運営

が うまくいかず、常にや り玉

にあがつていた。

会計班

男

女

0諸会費徴集

0学級費の管理

0誕生日募金の勧誘

0ベ ルマーク集め

X学級の花の世話

0協力

助け合いの

喜びを

知ろう。ノ

じみな仕事をきちようめんに

やり遅れる人に対する配慮も

充分 していた。

保健班

ジラ   3 ○体育的行事の運営

○衛生検査

学級ボールの管理

×学級内効編敵増理補銭

0誠意

常に親切心を

忘れずに/

不適応生徒が集まつたが委員

長が班長を助けて学級のレク

リエーシヨン等の運営に活路

を開いていた。



の人格も高まるものであると言えよう。学級社会

に家庭的な雰囲気をもたせ、集団の諸問題を、自

発的、自治的に処理する為に、学習、清掃、話 し

合い活動、遠足 (旅行 )各校行事等も小集団たる

班を単位 として運営し、メンバーのひとりひとり

が何らかの形で参加し、学級集団に対する所属感

連帯感をもつように努めている。 とりわけ、学級

活動においては、前述の如く

、Ю 学級生活の諸問題の解決

②仕事の分担処理

③楽 しく規律正しい学校生活を築 く活動J

と指導要領にあるが、これらは生徒 自身の毎日の

生活に関する活動であると言えよう。従つて、生

徒たちに自分たちの生活を自分たちで良くしてい

こうという意欲を起こさせるには、教師の一方的
な押 しつけではなく、生徒の手で計画、活動、評

価、改善 していく姿勢がなければならない。

(学級会活動のプログラム編成過程 )

1係
り活動 グループ

|

↓

そこで、各班の班長 (副班長 )7名 と委員長、
副委員長の合計 10名 (男女.5名ずつになるよう

配慮 )を プログラム委員 とし、毎週土曜日放課後
に教師をまじえて④学校の年間計画 ○行事計画

〇各執行委員会 (生徒会 )○ 班会議 ③ JJIノ ー

ト 0学級日誌 ①投書班 等から領域的にも片
よらぬように必要度の高いものから優先的に議題

を決定 し、 (簡単な年間計画は生徒達も作つては

いる )問題提案班 (者 )司会、書記、資料作成班

(者 )等 を決め、実施計画案作成、時間的配分も

考え 学活の前日に全員に背面黒板や帰りの短学

活に連絡 し、あらか じめ問題意識をもつてのぞむ

よう指導 している。

なお、プログラム委員はできるだけ多くの生徒
に経験 させる為に 1ケ 月毎にメンバーを入れ替え
ている。

(短学活、黒板利用 )

(4√『雀易弁秀塁す)

(短学活、黒板利用 )

(学級会活動 )

可

へ
、
プ

／

よ△
バ篠

蹴
議

んにド＼投
蜘

学級担任の指導計画

(学級指導より )

プログラム委員会

学年協議会

＝
Ｈ
＝
）

学級全員に原案提出

Ｈ
Ｊｌ
．▽

Λ

Ｉ

リ

１

１

１
‥

ψ

|
▽

年間指導計画
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学級会活動実施計画案

学級会活動計画案             2年 4組

I 活動題 兎和野宿泊尋1練 を楽 しく有意義なものに しよう  亘 司会老 鈴木 (プ ログラム委員 )

Ⅳ 記録者 上内 (学習班 )
皿 実施予定目 7月 2日 (金曜日 )

v 活動のねらい

2泊 3日 の校外学習を迎えるにあたり、ひとりひとりがその意義を充分理解するとともに、お

互いの話 し合いによつて決められたきまりや約束ごとを守る。そして集団行動における協力の

大切さを体験することにより、楽 しく有意義なものに しよう。

0自 然に親しもう ○心の触れ合いを深めよう 0自己を見つめよう

準備物  「 しおり」 「各班の提案表」

Ⅷ 活動の順序

時間

配当 1活動方法

れ流動活

班体形

活 動 内 容

,コ ース 0日 程・活動内容・環境等

(→訓練の意義について話し合う

:テ

ニ
「「自 と人間」

  )>  lt
(り 訓練 を意義あるものにするために自分達

のとるべき態度や計画準備について話 し

合 う

l oレ クリエーシヨソについて (ン クリニ

バ ズセ ツ

シ ヨン

発 表

|

全員討議

用意 す

る もの
先 生 の助言

5分

5分

10分

20分

5分

日程表

しおり

原安プ

リソト

メモ帳

的収獲にがい体験か
‐

ら目的をもつて

0座席・グループの編

成は健康、規律ある

行動がとれる編成に

O高原の変わりやすい

天候にも注意

0未決定事項は短学活

で班毎によく話 しあ

う。    _____

実施後の反省

1.生徒 0自分達の計画をみんなが承認 してくれたのが嬉 しい。議長の司会がすばらしかつた。

0他 の班の計画とだぶる所があつた。連絡を密にしたい。

0-度 も発言 しない人がいたのが残念だ。

2.先生 0少 々時間的に無理があつた。

O他校からの参観の先生があり少々みんなきれいごとに流れる傾向があつた。

0学級会活動と学級指導の両面をねらつたが、先生がしやべりすぎた。

O次時は学年学活 (パネルデイスカツシヨン)へ発展させたい。
二 6-

の



なお、学級指導と学級会活動の関連は、一律的

に分けてしまえるものではなく、個々の議題によ

り、共通化、一般化の方向へ、個別化の方向へ、

結論はむしろ生徒に任せ、それに到達する過程を

重視する指導、生徒たちの話 しあいを援助 しつつ

教師の指導のめあてを明確にする指導、生徒の自

発的自治的活動を重視するか、情報提供、知的指

導面に重点をおくか等によつて学級会活動に重点

を置 くのか、学級指導にウエイトを置くのかはお

のずから指導の色彩が変わつてくる。要は 1時間

の中に学級会活動的な面と学級指導的な面のかみ

合わせがいかにうまく配慮されるかであろう。

0 短学活の運営

教師が職員会議をやつている始業前の 15分間

放課後の 15分間を生徒達の自主運営による活動

とし、朝は主として学級管理的な面を中心に、帰

りは 1日 の生活反省、宿題確認、帰宅後の生活設

計を中心に下記の内容を組み合わせた 1週間の計

画表 (省略 )に基づいて活動している。なお、0
内は全校集会、命の 6校時は全校クラブの為、短

学活は行なわれない。

生徒の自主的活動といえども教師の指導が必要

であるし、特に朝の職員会議の為に生徒達の活動

を充分に見てやれぬ所に問題点がある。

更にクラブ活動の朝の練習の為に遅れがちにな

る生徒、放課後の練習の為に短学活も時間的に制

約をうけるという問題解決が今後の課題であろう。

短学活の内容

<朝の短学活>一一学級管理的活動中心

◎出欠の点倹 (副委員長 )

0各種費用の徴収事務 協賛マーク集め (会計班 )

◎遅刻調査、服装、持ち物検査 (風紀班 )

◎宿題調査(学習班 )

o体育の服装、うめ、ちりがみ、ハンカチ調査 (保健班 )

0読書バズ、優良図書の紹介、詩の朗読 (図書班 )

0執行委員会、代議員会の連絡

0長学活の議題決定、確認、決議事項の深化、各種行事の反省(プ ログラム委員会 )

◎前日の反省事項の再確認、今日の生活目標の確認、パソ・牛乳の申し込み (日 直 )

0仲間づくり、班内の問題解決、予習中心の自主協同学習(班活動 )

0学級の話題 ‐一一―班ノートより

0短時間でできる行事の役害J決定 (競争競技選手、美化週間の役害1等 )

◎食唱、レクリエーシヨンクイズ (楽 しい雰囲気づくり )

<帰 りの短学活>一 ―一生活反省、宿題確認 ◎帰宅後の生活設計に重点‐

◎翌日の連絡 (教師より、宿題 ―一一学習委員  金銭一一―会計委員など)

◎ 1日 の反省一一一今日の生活目標の反省、偶発的な問題の解決、日直日誌より(日直 )

◎グループの生活について反省、班ノートの記入、帰宅後の 1日 の生活設計記入 (班会議 )

◎清掃当番の反省(美化班 )

0長学活、明日の朝の短学活の企画と連絡 (プ ログラム委員 )

0社会のできごと一―フレツシユニュースなどの話し合い

0学級の係活動  掲示物の製作、環境整備、班新聞の作製など
0投書箱よりの意見

◎帰りの合唱、翌日の朝の歌の決定

◎日直の勤務の判定 (5段階評価 )

0カ ウンセリング(個人、集団 )
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自分の生活 を正しく見つめ、その中の問題を鋭

くとらえる眼 を養い、同時に学級集団のひとりひ

とりの問題を全体の問題として広げて、集団の中

の個 としての自己反省、相互理解、班や学級に対

する主張、提案を通して集国内の問題の早期発見

対策に全員が取 りくんでいく仲間づくりに役立た

せている。各班に 1冊ずつ定期的にノートを与え

メンバーはノートに名前をつけたり、班目標を書

いたり、それぞれ独自な工夫 をこらしている。

1日 おきに家へ持つて帰り翌 日の朝、担任に提出、

批評をうけて次のメンバーにその日の帰 りに廻 し

ている。発表のにが手な子も伸び伸びと書くこと

ができるし、特に閉鎖的、逃避的、反抗的だと思

つていた生徒が、集団の意見交換、励ましで明る

く、開放的、活動的に育つていつた例 もある。

一方、生活ノートは個人個人自由に何時でも好

きな時に随意に提出させている。成績の悪い子、

問題児的な生徒には、できるだけ無理のない程度

に積極的に提出させ、教師と生徒の心のパイプに

役立てている。要はこれらのノートは何をどう書

いたら良いかの能力以前になんでも自由に書け、

話せる学級の雰囲気、教師との心のつながりがま

ずたいせつである。ひとりひとりの生徒の内面に

触れることなく生徒の心に暖かく接することも、

個人を集団に育てることもできないからである。

形式にとらわれることなく、あくまでも生活の

中で見たこと、考えたこと、感 じたことを素直に

ありのままに記すように配慮 している。

0 班新聞

毎月 1回 発行の予定でガリずり新聞、壁新聞と

交互に刊行 し、班員 6名 が必ず何か 1つ記事を書

くことを条件に、新聞の内容も学活の時間に決定

し、同 じ内容について各班それぞれが王夫 をこら

す。内容 としては①学級の活動内容を正確に理解

し、観察や意見を自由に発表 したもの。②みんな

で喜んで読まれ話 し合いの材料を提供するもの。

③教養、知性を広めるようなもの ④生徒会、ク

ラブ活動などの校内活動を活発にし向上させるも

のをとりあげる。

一週間で完成 し、学活の時間に、①内容 ②わ

りつけ、③誤字、脱字 ④図表カツトの美しさ等

にっぃてそれぞれ批評 しあつてペスト3位まで投
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票で決める。

低次の自分の書いたものがみんなに読まれると

いう喜びから、身近にある事がらに対 して批半J的

な精神、科学的な見方ができる高次の成長とそれ

ぞれさまざまだが、投書、生活ノート、クラブロ

誌、学級日誌、班ノートなどにみんなの注意が集

中し、みんなはどう思つているのかということに

関心がでてきたのである.それに してもコント的

なもの、ダジヤン的な記事やマンネリ化 した新聞

のまる写 し記事を報道するだけのもの等を改良さ

せていきたい。

lt・l 学級図書文庫

最近の生徒達はラジオ・テレビなどの普及と刺

激の強さに圧倒され、感覚的な物のとらえ方は鋭

いが、静かに書物を味読 し、人間のあり方をさぐ

り自己の生き方を見いだす といつた生活はできな

い。慢画や雑誌の娯楽読み物に傾き、将来生きる

糧 となるような読み物を選択 し、読書する習慣や

技能はもちろんできていない。多くの生徒が自己

の尊敬する人物像、理想像を持たず、もつていて

もそれは自分の生活に身近なものとして把握 して

いない。生活は生活、理想は理想と二重構造にな

つているのである。そこでなんとかして卒業する

までに図書館に一度も行つたことがない生徒をな

くしたい。理たの人物像がより身近な人間として、

膚に感 じられる手だてが欲 しい。それには個人の

読後感想を学級グループ集団で話 し合い、集団思

考を通 して他人の考えや人格 を尊重する態度を育

成 し、進んで読書に興味 をもつ態度、良い内容の

本を自ら選択 し、考えたり味わつたりする習慣化

をねらいとして始めたのである。

実施方法としては

①生徒の興味、傾向、量についての実態調査をし

②読書環境の整備として、図書館、学級文庫の充

実

③年間指導計画を、図書館教育の教師(3)と 道徳(1)

生活指導 1)生徒代表(3)の 8名 で編成 し、

④各学年ごとに

④ (作者の人生観を味わい、喜び、悲 しみの共

感を経験する過程を通 して、人生への目を開

き、人間形成をめざす )文学作品

0(道徳的な価値、偉人 といえども善なる徳 と



背徳の葛藤をへて人格を完成させた人間のあり方

そのものを理解さす )伝記

○作者の個性的な見方、自然の神秘を科学的に

解明、感動 し愛する心を表現 した )随筆

○ (論理的な構成、要旨の出し方、叙述の型を

学ぶ )評論

の四領域から各学年の発達段階に応 じて、各ク

ラス 11冊 (4人 グループに 1冊ずつ。個人の持

ち日10日 間、教師用 1冊 )各学年 10種類ずつ

の課題図書を選択 し、 1ケ 月半毎にクラスごむこ

巡回する学級図書文庫を始めたι家庭で読む生徒

朝の短学活を読書バズの日と決めて実施している

クラスもある。そして読み終れば感想ノート(簡

単な形式の物を配つている)に記入し、道徳の時

間に学級全員で読書会をもつのである。

ただ、問題 として、教師も必ず読んでいなけれ

ば指導ができぬこと。 (各 クラスの担任の指導メ

モはコピーし、それぞれの担任分用意 して次にそ

の本を扱う時の指導の参考にして能率化を図つて

いる )lo日 間では読めぬ生徒のいること。

読んでから全体の読書会に日があきすぎ感動が

うすれること。

自分の興味のない本を強制的に読まされる恐れ

がある、などの色々の問題はあるにしても、図書

館の利用がうんと頻繁になつたことは事実である。

(指導案例は loページに掲載 )

以上述べてきたように、学級集団づくりには、

生徒対生徒、教師対生徒の心のふれあう民主的な

仲間づくりが基礎となるのは明白だが、「 教師と

生徒の人間関係Jを更に考えてみたい。望ましい

教師と生徒 との人間関係 とは、何かうるわ しく、

なごやかで、親身な、気楽な、教師の望む思考過

程や行動をみごとに生徒が受けとめてくれる単な

る情緒的ななごやかさでぁろうか。教師と生徒と

の関係はまず学校教育における「 指導する者と学

習する者」 という立場から出発 しなければならな

い。「 指導する」ということは生徒の人格形成を

助ける仕事であり、生徒は「 学習するJこ とにょ
つて自己の人格を形成し、自主的に生活する能力

創造的能力を獲得 していくのである。こういつた

お互いの立場上の尊重があつて初めて、人権尊重

の正 しぃ教育が浮かびあがつてくるのである。

従つて、「 教師と生徒の関係Jは質から言えば

情緒的であるよりはむしろ意欲的な協力関係と言

つた方が良いであろう。教師は生徒の教育の機能

を果たすべき密接な協力者として意欲的でなけれ

ばならないと思う。何よりも大切なことはあるい

は一つの仕事に対する協力者であるという確認で

あり、その上での各自の分担 をはつきりさせるこ

とが大切であると思う。

今後のめざましい技術革新、社会のメカニズム

が進行するにつれて、甘い情緒的な信頼関係は役

に立たなくなり、孤独と集団生活という相反する

現実の中で生徒は色々な苦 しみに負けず、その苦

しみを克服して、暖かい人間関係を築いていく、

たくましい人間としての能力と意欲を養 うことが

大切である。従つて学級集団づくりには

①何よりも教師の意識の統一がまず大切である

う。中学生の発達的段階からすると、独立化

孤立化の時期であるのに、集団づくりは労多

くして効少なしと決めつける教師群もある。

更に

②教師がその学級をどうとらえ、どういう学級

にしようとしているかの目標がはつきりしてい

ない。学級を上から与えられた無目的な集団と

して受けとめているのである。

集団づくりにもグループガイダンスの立場、グ

ループダイナミツクスの立場、更には集団主義的

な手法による学級集団づ くりの立場等により学級

構造が、おのずから異なつてこよう。

しかし、いずれにしても教師が指導する段階か

ら、リーダーが構成されそれを中心に したグルー

プが組織される段階、そして、小集団が学級活動
の中核となる段階に致つて始めて小集団指導の目

標に達するものと思われる。だが小集団指導は、

学区の状態、学級の特質、さらに教師の型の三者

の力関係のバ ランスがとれて始めて成功するもの

であつて、無計画に誰でもやれるものではあるま

い。また小集団指導の経験のない父兄への啓蒙も

忘れてはならないのである。

最後に望ましい集団づくりは生活集団の仲間づ

くりに終わらず、それが学習集団の規律、態度、

学習形態、学習権のi自覚にまで高めることが今後

の課題であると同時に一層の研修が必要であると

痛感 している。
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学級読書会活動指導例

助言者  北村 義雄

1.中 心活動 2学年 4組読書会 (夕鶴 ―一民話濠1)

2.目  標 (1)民話のおもしろさを味わうとともに民話の語 り口をとお して、美 しい日本のことばに

ふれ、生活の中から生まれた民族の遺産を味わう。

(幼 人間が物欲によつて、人間らしさを失なつてしまう弱さと同時に純な心の美 しさに引

きこまれる二面性をもつていることを認識する。

3.準  備 感想ノT卜 、テキス ト、図書班新聞

4.運  営 図書班

5。 活動過程

留    意    点活 動 内 容

1,「夕鶴」の感想の話し合い          | °第 1次の感想を大切にし、自由に話す。

0幻想的な場面              |° 個人の発表を全体で考えることによつて深め

0単純化されたものの中にある物       1 連帯性を養う。

0美 しい人間的なこころ           | °登場人物の性格を浮きぼ りにする。

o物欲のきたならしさと人間の弱さ     1 0舞 台の説明や子どもの歌ごえから印象的な場

面 をイメージ化する。

2.人間の弱さの理解

○「物欲」や人間の賢明さが善良な人間性を破 10物 欲に負ける与ひよう、それを利用する惣ど

滅させること              1 清純な世界にいるつうの悲しみを場面の中で

対象的に浮かびあがらせる。

3.民話の誕生の理解

0昔 の人が「不思議さ」の中に願いをこめずに 1 0鶴 が人間に変身したり、布を織る所を見ら

はいられなかつた時代の苦 しみを知る。   | て破局に到るのはなぜかを考える。

4.主題の把握と題名「夕鶴」の印象       1 0ク ライマツクスーーつうの別れと放心する

0醜い人間も最後には純粋な心の美しさにたち | ひようの最後の場面を味わう。

かえること
                10[ぜ l筆兵畠量管毅:金写讐島嘗F動

かさ

5。 私たちのおかれている現実の理解      10与 ひようの姿は現代の人間の一つの典型であ

0現実は金によつて動いているように見えるが、| ることを知る

純粋な心の美しさがさらに大切なことの理解 10惣 どや運ずをあのようにさせたのは何かまで

<参考文献>
Fll 第 2学年 学級巡回文庫             0学 経経営 肱 25 明治図書

0君 たちはどう生きるか    0老 人と海 (文学 ) 0道 徳の時間Ara 1 2 明治図書

0パ ソのみやげ話       0原 爆の子      0小 集団指導 と学級構造 明治図書 (本村健太郎編 )

0日 本のこころ (随筆 )   0破 戒  (道徳 ) o授 業と学級集団づくり(中学二年 )明治図書

o次郎物語 (文学 )      0ケ ネデイ←伝記 ) o本 校の学級活動 (第 1,2集 )池 田市立池田中学校

0キ ユニポラのある街 (文学 )0夕 鶴  (民 話 )
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忌ことなぉ少 し毒‐―バー疲妻義

を待 力flぱ:教育 it薫ず'す 毒「 新 紅th受 .電 _Jと

轟え心 も参でまiな し「ゝえら 多か。

事 を始路ふきては動後が轟る事本横にか予ゝて

こ藝研究拳轟機づけがなさました参な, 44年
12薦〕夢パズ学菅 と鐘傷かJと いつテーマ

で横糞研修会を もった時からである。 (当 通

ゼl彗罪=墓富塁大学義難ごi墨 藝捧久彙ま壽言

驚争愛知撃暮轟井覇立吏藝キ=頴糠覧義l乳 〕

こ組で三争拳ことを教え 毛,れ た.

(11 賛来轟一膏援叢奪彫式が主 ≧導
｀
電義轟

言1量維暴教賃_予 教ぇ 暮れ,4舞 繰で轟尋磯

翼対 して,パギ学警鍍=こ の一磨援豊Φ

中工=理 もに生徒拳構三作島を生ふ 彗た

轟難警暴であ轟こと。

彗′ 実難i交 奪体験 と暮て,パ ズ学晉を進轟

轟こと纂 よってま豊費か資鋒纂変導静て

くると毎 うことゃ

(3: 今 藝]iま ざまを教育夏桑邸方義が幕

分 され t tiる が,そ れ鐘攀驚 攀翼ftr≧ 摯

一方象,一方豪であ多=バ ズ学晉苺考0

壼|夕まで鐘それ, とれ

'こ
とで轟

=′
え準

「 糠互作轟 選ォ夢賓轟寺変化 _1と 子
″
嚢ftイ 譲慮

とい ,二点 を〔〕職員藝轟が向けられ争由ずと

期待感と必要感がわさ起 争てきた。

― ・
l …



竣た季本被申教育方針…「 教科指導と生活

指導0-元イ藝毛畿舎化》』を鍾かるためにも

ノ∫ヽ集爾鶴導 をと警、入れること鐘蓼難宣を得た

指導方議と考えられた事かくて,バ ズ学警を

とシあげる駐亀藁塁警電澤金費幸櫂互舞轟を

高め夢入鐘繋係審轟轟なが多夢学島参向上を

鐘かる慮こと竃課題としてと警《むこネ翼政

参た攀で轟る,

量.鱗 甕 攀 参 み  《罐華 4撃 年費 )

基轟導墓魔慮i轟 畿員会震で 4纂 年度戦

覇 鴛ヂーマ襲定書訴入霧甕係を真路なが ら

学鵞攀J義上をはかる理`集輝指導○轟多方 』藝

4薦 24漂 研究議ニ ユーー兄第 豊号発猪

票畿毎躍碑袴゛

嚢麗 1轟 藝 轟 1轟 戦員研修会肇 45奪慶

嚢員構鶴計轟決定,築審難,~

学難霧学畿轟難ミ鐵学透)纂ぶ

〆学冒攀ルール奮とま入れる。

工学難禁聾鐘教科藁亀ピ1ズ をと

シ入れてみる蓼 こと藁な島・

暑轟 _3藤 愛難爆春萎井苺立魔灘申学校

攀テキメ ト「
ノ1ヽ鶴轟による撃警

指導巻予琴:』 藁よら新機会モ燿

強会ひ :1'

ヽ 暮薦量T華     ″     i鯖

攀薦 旦亀轟 新等鷲轟実施o輸撃攣 蓋春分

経学継 2参 分とな基o

摯爵 ま率難 会諄学難鏡 撃壌るo内容鐵李

豊裁バズ幸甍詈 t́ズ手ダテンニ

/ダ 毛豊溝設計 》幸毎薦善学年

で舞かれ,拳奪緩機会がもたれ

る。

0選 14甕 バズ学警驚と夕入れた第 1

圏研究費業・研琴会を懸 く。技術

季:書 養術科。

11角 1ユ 難 一般欝頗 叡轟導諄〕を素

れた舞 露轟バズ学奮研究援叢 t緩

究 会参 多くo響鞭 導主導畿講・送

徳 と藁轟利幸

l奮 癖 4・ 轟諄 第 2覇バズ学習研究集会

が愛知暴豊 j::華中郡ノ:ヽま彗襲婁葬

立真部中で霧かれ:本紋 よ多学校

長禁碑 名参議す轟書

墓濃城薦 量攀轟 舞 摯魏バズ学習覆寃釜業

霧鷲会秒毎≪・ 奮楽和 と家菫科幸

墓轟年校毒研修巻難撼反省 な書亀

多。

残究経過参榎嚢(権説}

<二学警  覆究テ~マ が摯定 襲 戦 畢

研修計藤が 墓慢多幸最祷によ俳でんだ幸が,

テキ翼 夢勉強会で 轟轟参 轟爵露彗まか量》集

中鋳 准新機会議亀参{す バポ学響器ず ウトテ

イ/豊 参かむ ことがで 驚たoそ して,これな

舞行 募礁議々翼握学難で義指導を試 み鐘 じ尋

た。

<二学覇> 一学鋼藝翼警参中で,現行ф

l春 分嚢馨彗で鐘指導鐘不十分との声がさか

れ,検討攀案9終学活を芝O秀 翼じ,全蚊
~

董纂本格鋒之実餞に≧シくんで機鬱九寺会轟

学霧=学奪覆修会 亀亀攀一環と襲て定測実亀

化 うれること装を参亀藝

揚導拳羹れや讐ね得各翼参いて,一定學慾

式を示 して始轟てみたが摯 じだ務藁学年釜 =

ク ラス整が奉各われて菫た。通幸聞=メ
ξズを

位置づけえ校内研究緩業が 2画 もえれた。

わず鰺L3角 爵Φ案撲で鐘奉尋が, L歳 角鍾

鐘か敢警の定議度を見せて書たoしかし糧た

― 露 ―



難糧薫亀碁暮島れて 奪た幸

<I学 1華卜 年菫fb仕:けf曇慶摯寸ョ各.学

::|::i彗 暴タチメで轟li::::て 進Ъ争事を重歳ィ曇情霧::::::

晏 毒多様 =f嚢
:.″ 貴寺だが難竜点難ヤヽぜ凡メ≪「ξ

・ぶ

テ鏡事え學 彗か :″ =―
‐方で重憲髯撹最寺春藁等

i 藝ケLi変 11[碁 iざ 亀ィ亀心もfPξ時 1暮 《= 
バズ

学膏幸講撃糞亀難美がませ キξ曇て書た幸

曇 篭拳慧 :ξ 轟彗鶉ダ
iヽ製轟指導 電バズ学奢 }

暴賓禁事妻桑 道=各奪彗と亀九難事翼寸轟

心がま ミ曇て蹴轟蓋暴書を でま三年1豊 曇事

繁拷 霧:1キ
・
F~尋舎 〕

<蓬三学姜>
ili学 年票修竜食難撃轟 学゙年講等会 士尋

歩事.争

警:と 澤 き學学揺翼r{ズ彗奮をと多Arlィ 主彗

舞難等駐を実糞 導たイ3かま鐘罐著fきi巻 寺舞 1

墓要P禁義 車年暴学年華彗,■ 真曇よ参藁理者

:重 ねて言え幸

難 豊韓  幸導 18碧 itti tt・
t・‐‐・畢食轟学疑

難饉難 11月 l幸 耗 A}轟 ―轟食薄学懇

翼 3韓  11.溝 聾導曇モ本}懸 ― 墓食癬学撃

黛4涯  菫重毒旦?舞モ量砕墓―′墓食舞学疑

難幕難  重髭鷺峯義費]曇 ―章食篠彗難

鐘 曇輔  盤翼 轟…菫fI難学溝

曇ず才1.亀 モ拳隷各政講畿薮ち轟学年鋼修幾

を罐 菫争モ巻幸で参畿 彗た撃難鐘導鍾幸稗{

』
=職

存:修 を構 攻私権二寺 ≪ふ ルを交換するゃ

お轟ヽ=それと鏡驚筵 1意 薦か もまま豊縫拳農

二季彗見学 塾裁轟た藝姜慎鐘食簿す轟撃級き

難いた曇タテヱよ酢各 露名iti妾 な達夢[湧F凄

璽幸墓多垂援 赫E曇轟ク テス機学鋳を見学 な妻

糞分畢Fチ エ真爆 クて黒彗を報告す基。 これ

亀覇;撃 蒻 尋… 参か ら編成欝無に壺翼 魏 菫忌

難難 亀妾差しt組 とで心る善で言轟豫鹿で壺夕

テエ書議:尋 予定で進んだ攀

藁撃毒緩t手と もな多重わ轟て事電ξ奉季斧1

■》券強靖軍で暮癬え瀑1,全員學fi握瑾解 彙

壌 ■三菫十て:薔 考重ね基ことがで書;ぶ ズ撃

賛そ曇 亀辱纂書いて警;静を報拳 f署た奉難亀多

暴鼻で拳碁Itti争 :毒警翼基二巻学義義童奉―鍵

工皐f・し義:葺鋒嶺菫 蓬轟摯ぇ÷       ‐

i曾 : j葬導幸羹れ よ感撃

尋撃學轟曇事講 となゝ 警亀奉鐘轟尋≧黒 参幸

や麺 警後半とも量れ

'f錘
強・議強で心尋善孝

f鼻 暴導:]こ ぶズを導へす尋ξ頚難.電 理,詩登・暴ギ

豊 奉彦年 と翼をきま豊減蕃拳難 藝舎準まこ轟桑

す轟鍵喜鐘 き藝暴質 と疲 きま幸逮鋳 凄亀幸錬

簑奮 バズで 轟基争それも要蓋奮藁番t亀電幸轟

摯,き 繰遅で鍾 をで,ぎ
‐
ズ〆 手贅膏考奉亀攀脅

バ ズでやるごと稗 参拳糞鐙暴 参幸 タ チユiCよ

予て多少異尋曇i―警學警を掌せ類ぅ

萎季撃

先轟蓄  鷲

笹轟襲  ピ
え奪ボ  :
室嚇ズ  チ

議
警

義釜無礼
蓋轟豊
膏勢奉 ・

講

れ
まヽ

習
灘織

章塁一馨裁一

轟
熱詳
捜

学
難
一奮
員
司
会

ξす参重こで霧γ穣参学藩が雲ご≧幸毅 真舎

森ぅえず f■ き等・ 拳パズ菫警だ曖尋導議で轟る。

生徒 もこ暴義理を基で轟爆 藝争 わが整を準と

こ・みを理 事会って難奮 藝て犠轟幸轟曇鐘箋管

バズで難≧≪=聾秦鍾予奮バズ寸装を聾か,

製稗 景こと糞ξ警そ つだが警察奮脅達掛 電棄

著攀分野■で見をみ争∴.まし墓幸が骨菅猛等で

暮誹=轟 者鐘対立勢で戴量発と思 う。

一 車 一



終 学 韓

亀藝,番員や係かも攀建終提案 嚢よつて必

覆が新 菫え等磐3理会攀据撃翼よ争て先「ガ華

拳バ ゴ討議き警操で学議会 電豊諄討議 iと 意

幕,■ fl毎浄i圭導終拳鸞て言可会から纂で鐘
=

菱習メズ
=∴

静て下うな竜 お峨基手

えだミ≧藁承 彗た肇:iξ プ タン'二 [/ダ をと

き∴ 彗t{義 老繰=「 チl「 二/ダ をやろ′ テス

鐘 =量替幸三彗彗 影を築 )=綬 繰て 考れ な守る

か葺唆亀戴彙景嚢童奮パズを菱わ 鸞真とこ心

でや るi一憂―越轟轟よチで島碁寺 蓮新こrt′

をや 歩主場合鐘孝轟繁畿学彗で「
プ ラアニ/

ダ攀翼雹聾・ ア縫二贔釜 ゴ騒纂 歩襲 難がで《

で尋幸 尋ft嬢す壼量彙彗て婚,先豊Att「 心

梅奪1》 ζお嚢 F専 ズ
.義

警幸暴丸秦お政為寺

夢ズF:Y妻習考暴も暴をrゼ .ゴ でやる奎じ そヽ

れを中心 とす堪緒 言葬麺育バズ学警尋音{南

轟導電鎮費驚かも書蒻f′鷺球テヽキ■れ義れ もl年

奏構鐸・毎バズを育 て尋幸ず轟参え黎ひ斧:つ た

袴茎葬 を導え暴争む こごか輩= 
轟筆 亀嚢手藁∴

pょ 里 理とに大が参予ゝて菫「環か各パズ拳奮鎮

護驚手 :「 孟ラ≧fる場合=義 ξ単が一番 と参ウ

菫翼けb方譲だ 秦たと思 歩脅慧講鋳裟バズ硫ど

や摯竜綿竜くとも轟繁薙豊総鷹わから鍛移≧

ころき墓馨脅猟P醤 丸薫 き馨:曹 》を 中て鑓饉

イ≧争糧んで争ちる光景が 春手こちに見 られだ

す等難でも身卜鸞え幸寸轟尋幸学難へ拳ぶゴ導

入 と
'■

とんど鋳を:蓑 :3{:F ttP 轟筆 ぜ襲攣譲

姜幸難萎 警義膏を難鋒黄キ 撃ご 毛までえ 鸞2葛
雲

憲を重稗た毎「 景嚢 歩桑膏真≫撃彗 趣春分 寺

守畢菱奮バズ幸方■[蒲章議だ董としヽ

'二
喪が

i壼 養、再善稗善藁驚異えことが墓 :4争

無 今廷 f}華理

鍾蓋 磐妻舎止争讐:究 彗考妻 と■ 争≧とで壇

なこくま幸i幕 奪暴ボバ彗警藝今後薔 よ導参≧

とit焦葺を 曇ま菫尋ことクこ`す基幸

ク ラエ翼ちよ尋聾重ξ費禁襲箕 さ蕃かかを轟

年生纂 i重 弄L老 壼鐘ム主嚢 F翼裁菫轟鋒 な罐鋳:

が轟立 士電言え幸畳撃聾が義義鬱た ら卒業
・
■

で各整 を少身稗嚢々で
=轟

るが書も,こ 圭番

百 争態童羹 老蕃藁尭 を■婁=や一 つ美嚢 と曇

tξ 曇護熟な鐸尋べ 菫だと思 つ幸

<〔強聾蜂導藁轟→:I羞手豊毒轟導毛バ・奪I膏 :≫・

鍾れ重夕就撃舞 藁で 最暮救景まか参議ル嚢実

菫 義́{キ,尋 挙 と稗 チ嚢よで=寧義鋳 :〔 圭多く

んで麺稗駐摯Lゃ

歌撃・ヤ襲 轟學実墨事羅か纂暑・ミをみξずて与

る こ曇

攀 ギト

彗  i轟鷲進髪業 拳幸で ギ・ズが言尋する幸

撃 纂― 峯鍾3

暑  l亜曇′[ゴ鐘 意―碁分が難壼キ

曇  4■ =.:ダ が 二fそ p= =ム メ ズ亀息子1幸

3舎 奉せ rく ズま =尋
か等ダilギ .意オ・争 警警

ダズが主を

暑 選延責,絃基難が藝重 毎北れとダくズ巻書

重尋 もうすい。

<英み

⑮ 英語鐘ペア学奮静i事 彎。
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ゆ 4人バズもよいが,それ以上鐘むり。

① ベアに事るチャィム着′轟 すぐ学習魏

始めにけんち主な効業をあげた。

<鷺教科を含め,総合的に考察すると>
(1)毅料パズで鐘どこでバズらせるかが肝

′藝.

(2}バ ズる必要○ ないのに メズ 与せ てξiむ

i3, バ ズをやらせ過 ぎる と,進度が遅れ轟

し、。

(4: バズが静だ露難墓なる領白浄Iあ る藝

などであった。

4 生後拳変容 と鞍員の反省

豊難攀轟憲文からt議藝む難i合で2年参与〕

<レ ズヾ学臀> 2-瑾    Y tt N
パズ学奮を行 政参て豊,か 参た こと鍾,授業

やそ奪畿各議 懇合い姫活気がでて菫たこと。

また舞時に,協力鋒 なタ ラス・学校になって

重たことだ と思 参。
「 特定攀人が発言 (多 く

④入鐘,ただそれを躍軽ているだけだ。発言

する⑬に露気が必姜 なこともある》バズ学習

を行 なう義鍾よく見かけた学 級会民景 だ。時

爾が とて も長 く惑 尋られみ 活気難ない学緩

会 もた夢たぴ轟争た。

その褻に比べると現在の学級会絃彗気に満

ちていて争みんなが参加 しているとい 多感 じ

が強い。少な換時間でも,どん どん意見がと

びだす。バズ学習を行 なつ難感 じた発言のた

めの勇気護 不必要だ。そのた論か雑齢 1はい

りこんだシュ話 し合いの時と,人の話を聞 〈

時の区風が,かなくなふ,と い 多久点がある

ことも事実だ。

では手 なぜ これ鐘 どパズ章習が

'崚
〈遷ぶ

攀だろう。唆ず療分の考えが気楽 に発言で造

ると軽 ,こ とが舞―にあげ られると思 多。そ

れからも
'一

つ撃グループで書毬ている套ノ

ー トも影響を与えているように思える。班ノ

ートを書 くことによって,各 自が自分の意見

を鐘参ミシとも多てレゝる。それがバズ学奮に

大い拓役立っている。難れからも壼≧Φぶズ

学資の久点を直 蓼ながら,よ 撥よ犠西中をつ

く秦ていこう。

<猿徒。変 >なついて,職員の難から。

1年 青菱徒○ゴミュニケーシ蓉yが難発に

裁参た。 お孤独者が機なくな参為 十意見が

でやす くな,た警 尋運延兄でも蒻 を借 券て

発表静茸何とかできるようになった。

露年・気易く話し合えるよ多になつたが,

警だ講も量立つ。 3思考●謙唆多と換静え点

鐘姜霧である。 キ轟女の伸キタテス争ふん轟

気鍾よ≪准多た。 )鐘 み議す子がなくなoた。

`ラ るさくなった。 摯よ≪じゃべるよ多にな

つれ

患奪 キクテ三釜が大 書で,碧立 つタ ラス≧

かわ多ぱえ○しないクラスがぁる。 ・ク ラス

●査とま 多,慧亀 態度 の向上が与 移れる

`予講 し合れに よる場調性が高戒った。 ・ 協力

彗で套活動をするよ多になった。 ・学話が難

率雑になっ為

以上 を絶合すると「 人鷺鷲係を轟め家が 毎

・…・・Jと いつ態度的 な蕩で鐘か な多けんちょ

な領向が察無される。「 学壽密≒上を絞かる

……・J 認知再で鐘,学議●ムー ドづ くりと

しては向上 したとはいえるだろう。教科指導

面では,年度当初から『 徐々に』とい ,こ と

であったので,威栞I鐘把事響なか。た。その

他,「 公開学活・学年研修会Jでは,肯定的



な意見が多か ,た,「 ……聞いた》,見 た≫

試 した警,轟るい鐘見せ舎 ぅえあと職員でバ

ズ,た シしなが多,こ こに決算議を迎えたo

……全体 として経足すべ書段階に邊て毎ると

鐘毎えないが,生徒拳諾態や感憩にもとづい

た考察から義断すればかなシプテスの方白纂

進んでいるということだけは棒えそうで暮るo

t4暑 年度研究集録季学校長のことばよシ)

義初類籍 した生徒 ○麦客鍾徐々藁ではみる

がで菫《いるとみてよ棒でネ晏 多。重要なこ

と鐘=奎職員が彗そ攀必要感をたえず原点に

立 ,■ 反雀 。改善 を加え,子どもをよ警よく

変えていこうとする構えと意欲を常時持続す

ることにかかつて i/・ ふ。 (ま と轟拳ことばよ

争}

曇 警たなと響く挙 〔罐摯轟攀年菫 )

<争
夢権互参畿 =事}究援業で新たなと多く押 』

―一これ嬢禁研究部ニュース13号甕本年度

一学懇}争警轟にのサていることばであふo

今年度 の校鍵研修の 2本柱 とケゝえるもので

ある。

「 整徒の実態に蕪 移て,入 聞癬係を深や量

が多會学力曇亀上を錬か為Jこ とを大前提と

〔菫}今年度で筆学懇甕かけ るノjヽ 集藝指導

(バズ学習》鐘仕上げをする・

1露}教科指導について鐘=バズもと多入れ

て,か参,いる根らな学習整導法を離い

て懸率的戴学習をさせ為.亀 指導方法○

現代づヒ〕

一  「 攀 攀 ど○よつにしたらよ

呻 」―  く静 推導の研究テーマ)

(裏]生轟指導面て鐘,生徒参権互作用を重

視 し,次拳基本的生活態度の確立に意を

注 ギ。○銭律=⑫ 義満,e健康摯磯安全

一
F警 攀 どみようにしたちよ

ねか壺……く壺彗指導の研究テーマ)を

設定 して,研究の基本鈎方向が打ち轟重

れた。

具体策,<藤
=参彗>について

(1)戦員遷:参学活羅三参釜(公葬学選と学

生研修会一前年度と同 じ,毎属 l甕 )と ,

(鮮 金徒相互 CFD学 奪容学活参観話 し合い

t毎層露轟 )が併行
:極 て行なわれる。

<研究穀警>について

(1)難 ,轟 舟年で一巡の各教科琴i究緩業計

画を定め,今年度は,①菫/ダ学活,0
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る。

(曾}戦 員新究選聞き春秋各 1饉

春こ耀互授業参観一教科部会〕鶉 筑 争

秋く教書内研究費難―教科諄会}

1%l-1%尋
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(注 '多 分:{模 索的で饉轟るが,現在まで
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に分け,最近 この ような呼び方をしている。

定形菫 とい 多攀鐘幸オーノ ドッタニな 6・ 6

封議方式むことである。 もちろん 4人梶 3

― 轟 …
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:二「 静:裁 菱身嗜1さ 4):.I II登
=メ

1・ ■篠華:年 脅

違轟ていきたい.
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彙金 事奪「1書 議会・学級去 ユ績聾数 を通 し     を築華曇 :こ 書拳数室垣 :ょ 4i競 構ダli:ち ,ユ
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● 3年 牛を選碁会               ⑫ 材料
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イ ー日の学習のポイン トをつかませる。

今日一 鋼イ可を自分が学習し,こ れから家庭に帰

レ何を勉強すれごよいかな ど学校での授業と家庭
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最携の約 10分間を 1日 の生活の反省時間にあ

てる。バズ長が司会をして 1薦 の学校生活での良

か った点;悪かつた点を朝から腹を追 って議 し合

つ。そして講し合 った。ことは,パ ズ分翻肉で交代

鍾,パ ズノー トに言≧録 し,後習バイ終了後担任に

釜轟する。撮任はこれを読んで所見を必ず書 く事

にしている。このパズノー トを指導・観察の資料

としてアヽ 4。

1暴 の三蜃が終 ると次に明置の準備及び宿題の

確認をし′,忘オ
・しものをしない様 にする。次に今議

の受業●ボ
:イ

ン トを第一時 より諸 じ合い筵よって

確認 L″ て■ くな残静 の時鏡は,バズ分翅内で議 し

合 って,一 薔二教科を重点的に後習する。このと

きノくズメンダギー数:司 ぎ′三轟鍾で学習 じ, まとめるこ

とを'こ している。教科 ■・理にするかは,家発にお t4

て一人でやオl.る 内容錢家庭学習にまわし, 1思考

を要するもの (1怒姫向謹),要約・確認など人に

調れて もらったシ,手動けして もら

'方

が建率的

であると思われる毒容Jを機う 様にして移ろ。こ

のとき今 選学督した薦答でどんなことがわかつて

いオl覆 よいか,そ の為鍾鐘ごんな内容の識題が解

irす れば良与́ヽか,それを全員がとけるかとい つ様 :〔

発表着=争 に学菅するよ,纂 Lノ て t′
負る.ま た轟 し合≒アヽ

らときやボイン ト参維轟藝ときなど菫裁に思いつ

いたことが書ける落書用紙 を各班か もっている。

次にバズ長●活動であるがバズ長絃すべて鉾懇

で万能ではないので,   オとめ役と:し て位置づ

け,〈「の教科の得意な生徒が リー ドしてい くよラ

指導 している。優習パズの時薦に拘題をすべて解

決するのではな く残 った問題については,家庭学

習へとつなぎ,自 分で解決するこ とが大切である。

復習バズは正尋授業の発巽 として行 なわれるも

のであり,さ らに家庭学習へ もちこまれてい く毛

のでな くてはならない。家庭学習はみ くまで自主

鋳な学習
‐
であるから,菱主学習態費の育成が最 も

重要である,家庭学奮●内容 としては,後習パズ

の ときに残 った識議を考えた り〕今曇の授業のボ

イントを整埋 してダ義連の練奮尚理をとくように

している。練習尚鍾 としては全員が同じ識逮集を

もっている歯係上 これを利用 しているめまた学瞥

意欲を向上 させるため,だれがどこまでやってい

る力嚇i―・目でわかるグラフを作 り教難 掲示 して

いる。このようにして整任が学習の実態を把握 じ

ている。

t3p 3年の復習バズ      ｀

3手の後習バズ名  1・ 2年までとってきたも

のとその位置づけを異にしている。

これまでの復習バズは,その日の要点を復習す

ると飼時 に,家庭での計轟を考えさせることを主

軸にして進めて きたv‐/に対 し.3手 で鐘進学指導

に ウエイ トをもたせた位置づけをしているら

ア 3年後習バズの 憲自りと内容

○ 進学をめざした実力養親と主体釣に学習

にとりくもつとする馨麦を夕機員による学

習及び家庭学習 とのかかわりを通 して彫成

しよりとすること。

● 義‡隻争協毒体制の確立 と学習の規律の奮

覆をめざすこと3

内容については,進姦指導 と
“ 'こ

とから共通

のテキス トをもとに協銅による学習 (1ク ラス鍍,

パズ時親 40分難の ,ち , 20分輩鐘燿入学音を

進め,そ の中・ご出て きた問題点を残 りの時間に,

パズによる場同による学管で解決する)「 をしつつ
,

その轟●家庭での学習基盤をつくるニラ紅してい

る。

従って, 2手 までやってきた 訂今嬌の授業の優

ぜJ:i家簾で 1時間設定するよ多箕指導 している.

家庭での学督時轟とか,家庭学奮のみシ方につい

ては,鶴入差ということも考えて,無人面接を主

として指導している。

また,生徒の毎日の家庭学習参様子や致果など

については,毎鋼,提出する学習曇誌を通して指

導助言をするようにしてねる。

復響バズの効果をあげる意味から,復奮バ‐ズの

月幾予定表を難轟している。

これまでの復習バズ
。
今鑽の費業一―復習パズーー家庭学習

3年の後習バズの位置づけ

1今 |1表棄|―

.イ
 今後の見通じと評饉

4月 当初}復習パズと家庭学習が,ま く,かみ

あわず,教師,生徒共に動揺の色をか くすことが

進鍋薇導
(実力をつ

ける)

今日の学習



てきなか つた.そ こで,短学活や学級会などにか

ける生活バズでの指導により,最近や っと落 ちつ

きある ものになつてきた様に思われる。学習の規

揮にお二ての乱れも少なくなり,学習の効果浄壮が

ってきた ように思 9。 今後,良 くな りつつある面

を伸長 させ,復習バズと家庭学習を太いパイプで

結びつけ る必要があろ うごそのためには,現状の

復習バズ,家庭学習を1再検討 し,併わせて,I甕

導のあり方を反省 し,その反省点をもとに新たな

方策を考える努力をしなければならない。しかし ,

この場合,生徒不在の浮 き_上が つた万策にならな

い様,生徒傾Jか ら轟る意見 もとりあげるべきと考

え4_lo              t

6 復夢 ズヘの職員の取 り組み方

「
バズ学習を実践し始めて敷手。移動が敷しK

当初からの職員 も五指に満たなくなった現在では

4月 には『 全校一致 してバズ学習に取 り組 もつ』

と接}撃声をかけてみたものの,在校年数の差が,

「
バズ学管J筵対する認識の差となって,1/nっ の

薄にか蹴員詩にズンを生 じ,研究実践も緩慢にな

って,遂には,と いつ危供が,常 にそ参底舞こに存

在する。こ争した状況にあって軟員がどんなに変

化しても,尚 ,夢;究をより活発化した形で継続 し

ていくためには,常に研究の原点に立ち戻りr頻

点を確認じ続けなければならないであろ多事

4月 以来,月 1園 もしくは 2回の現職教育で ,

の復習バズとは何か。それはど
'あ

ればよいのか。

叉その指導はどの様になされるべきか。

。バズ学響とは何か。各教科において,パズ学習

はどのように実践されるべきか。その課題とは

どのょうな役害」りを持ち,授業の中にどう位置

づけられる勢か。

●新入生を迎え,パ ズ単習の初期の指導はどつあ

るべきか。リーダーの養罐襲どのようになされ
ればよいのか。

舎掲示 とは何か.掲示制作にどのよつな意味を見

轟すのか。ど

'あ
ればよいのか。

等 ,々パ ズ単習の原点とも言えるもの魏い返す意

味で講 し合いがなされ,パ ズ学習が再認識された。

その上で,現状が率直に出され,現在,ど のよう

な実践力必 要なのか9どのような実践をすればよ

いのかが詰 じ合われた。      ,
現職教育を,単にこれまでの「バズ学習Jを新

(3)

じい戦員に伝達す
・
るという形でせずに,こ うした

形でもったのは,「何故バズ学習を始めたのかJ

が常に明確に意識され,パ ズ学習がその目的 ――

人間関係を基盤にして生徒の自主性,学力を高め

る一―を達成するための一つの形態であると認識

されてわることが,「 量的Jを成す為の研究の自

由を保障 じ,各 自がその独倉馨性を生か して実践す

ることを認め,■ 能にする。その時初めて,バズ

学習は,単 なる形式に流れ,形骸化す ることな く

鋼常の教育活動の守て新鮮な生命を持ち続けるこ

とができると考える。

7ま とめ

自主的な学習態度を育てるとい つ大 きな 鍵療に

たって,主 として復習パズを予かとしてとり,組

み方をのべてきた訳であるが,学校に熱けるすべ

ての生活において,全職員が意志統一して前:ち な

の姿勢で,取 り組んでこそ効果があがるもの と思

っている。学習指導 と生活指導の両面 1)統合化を

めざした指導を常に考えての指導法が必要であシ

パズ学奮法こそこの両覇をつま く支持 し
｀
で4ユ 患

一つの方法 と考えて今後 も更に精力雑にと多義八′

でいまたいと思 つている。しかしこれまで続けて

きての問題点 もかな シあり,例えば,遅進生徒の

指導・投美内容 とバズ学習参魂効な適用,態度豊ち

な もののパズを通 しての有効な育致法 ,定着化 を

ともにマンネ リrfこの防止法,都市イヒにより激増す

る転人生の指導等が1考えられる。生徒が毎年進

級 し,事業 し,そ してまた入学 してくる生徒等あ

り。われわれも常に,既得の知識のみにとらわれ

ることな く,鶏 々,学校の示 した教育 餞標に向 か

って努カナ きヾことが ,ゎ れわれの任務であること

を心に銘 して,研究を進め,指導を続けることが

必要である。
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しヽ尋いヰ考意見、露裁考ど、ことぼで言してこく

いことifど 、主菱:尋重:、 蓋推士義舞ri轟 彗全い

中i―曇ヒしドて書かせてきずこ十三家を亀il｀せ尋一

手券黄肇:こ 彗て晏

襲壺ご.蒔学奪をふ器かえ嗜て鼻て、いうⅢ手と

よい話:亀 翼らオ
´
ゴIが 、翼:こ :裏 見えなし・が.バズ

学冒 :こ よ争生懸轟～学習轟で艶ましているとこ

暴も多々轟4≧ 導わ輩l.4。 まず重、みえご考漁ギご筆

とで も矢1が 基:こ 離れ合え尋よう:こ な諭霧主鋒考

舞最:が これ尋よ会:こ な■i二 反彙ま、壺糞がなれ台

しヽそこな 幸、け暴誌L轟 七萎でネこF諄 さ:三 賀:f碁 よ

予:こ や嗜たことも確かなことで轟碁等裏だ■だ

各塞 :こ 奪i壼碁墓、.た :こ まかせて暮豊争よう錯と

ころ 亀轟 尋。

気喪な幸に も基ギ亀ダさか轟 争tだオ1,が壼姜 :こ 省

幸て 皐if導 導ようなよヽ一 打身諸にな 手.証 う考∴斑

斃擬tそ れと籍蒔fI心 ともひとり録轟覚が轟ら

われ尋主うにな舞裏∫、本季壬:諄 参轟彗iよ 達せら葛■

だもこ■ 思われ4む

まだ菫だ痣曇 永轟幸萎攀へこつ逮幸で き暴 |、 今

授 も手さぐむで選 ,そ とこて進 まないことも多い

だろうが、森せ らず塾通 :こ 一歩一歩進ん
い
で'い き

菫いと態 ってL｀ 幕多

象 Lが本毅における現在の 議年豊録壺晋バズ参

実態であ る。 1、 露等生において も撻じよう:こ

学年会でいろいうと議移合い舞議導て、能にマ

ンネず化しないようすみ必がけてい尋・

裏 権 菫 曇嘉 発轟

顔_三違べずこように、本疲でξ裏甕冒バズξこと́馨く

み、学習≧鎧暴との一体化を鋒ぎ:.メて聾角嘉でき

たが、蓋養の学妻生懸曇春で大半を墓轟基も轟:よ 、

言う車で亀キく緩業時:亀で轟る。暮
=が

予て議れ

われも援業へ録と摯く鼻に主力をおくべ髪
・でキ響、

そ錯幸:こ ノヾ∫賢『学蓄葬真をと拳入轟尋轟ご:こ 轟論、

本菱鋳基桑亀ヽで轟轟、豊雄奉拳尭難iと A摯:羹轟

毎霧ま器を高轟、持葉鎌轟轟豊菱寿籍ギ轟基難を

幸 {手 うよ轟ぎ暮てみ主器で轟尋。そ奪ずこ峰:こ 準

轟オ黛 教轟 もЪ ま参一夏摩点きず I鳥 亀ご攀≒嚢轟

て投警を見考おそうと亀え主参で暮曇手

毅鉾勢モットー 籍
援難を見犠おそう ';

C轟聾::ま 諄5轟:か

参重点鐘整をさせてし`るか

■)紗 とむこれと馨おいか亀″てい 轟か

奪轟し「台けを轟義 4よ う:こ 導てい 基か

や ヽます
=鐘

奎 義幸奎難か義雲錆 :こ 七 器、マン

=蓄
量[言 尋碁舞峰[轟 為轟守Lそ 言1な いま,1ノ む轟

=
録_三 三彙モッ |―を確 il室 :尋 鍾ギ≒鐸々器毅舞毒

毎・i毎 録ミむFtt｀ 尋。

撃か藝こ織こと:ま 、■il生装轟瀑iネ 鷲■.て ら羹 lj`

曇とが言える。すや攀ち、韓隷を理蒙ξこともえて

も` 4か 、重,彙 を移っか む鐘整できたか、二 舞桑チ普

か も運婁ム,で ま丘業 :こ 夢亀ま:導 l攀 要鷲暮轟′てi黒 考`秒か、

羹箸傘轟尋五寛れiI霙 募合いをして■ 尋か―など

で轟尋。 iゴが ネ感隻貧メ ;:こ 亀ど,貧Lも 鈴ことか充分

栽董す碁よう彙尋義ノてもL碁 中義彙 与幸轟キfiよ く

鯉事で導まし:ぎ、 T難 轟寺額奮パズ も充実≧̀て く卑

ことま二妻』かノ′:J:こ とで 11::‐ 轟奉    、

■た、疲葉寿iミ 諄鋳糞婁 :こ 中し`で象

拳 教錢班}発鐸 :曇 亀青まfi翼 もれ碁異饉幸有し`不

菫意な発:軸 を募七ひ彎

奪 麓象擁衛葬:事寿・1群投鍵 :こ 考毛よう工費す

尋

轟 緩毎がそ器まま豊菱箋A器学習 :こ 摯なが 悪

よう:こ 木を幸け碁

奉 常 :こ 生繊のま懇:こ立つて考えてや尋

o わか らないところなわか 争ないままで畿懇

ておか密いよう
'こ

す轟幸



など辱ことを各教科にわた警実撫じ、学校の基

本線としてひ ろ.

蓬 惑暮熙 褥 籍鶴 鷺
.本響 4'饉 轟機、本年度本続鋳路農舞機 :鐘 導幸器

鍍が変てられた。

無》 轟主鉤な学冒意鎮警邊う     ‐

1感}AK饒 盤を深等、検会策を裁う ‐

攀 たく歳しい畿轄と擦島を獲う

辮 贅壺衝蜀鍛響簑警養う

鐙れら幸駐でまそればれ灘 :々こ考えるべきで嶺く、

な轟隧裁菫と等で確え轟べきだ髪毛～うこと襲慧姦

か―――敬募亀申難して鐘難葬筆と等て、家麺学ず鋳

饉贅、涯轟贔難轟懸化、轟暮合いな轟録尋L黒猿

攣難鎌錐饉など鶴器暴ひ拳考轟覧豫f逃ぺ られたがち

織轟それらを重と導で、本響痩鐘、4基 運呟 をゝ

推進 して い く象とまこ鞍 季主豪す考 わ ち

ア  Si首 奪塾

イ  Sel∫

ウ  鰹 ⊇導轟鷺

工  墓ジ義壼盛 y

で轟るこす犠ま》亀、サインンと轟時:4学務を始

等、.讐ま希轟彗攀議を鐘サ攀譲■if 4。 象亀饗霧鈎

ま通拷羹し、轟身で{≪で亀す尋よう:こ す轟舎だれと

でも轟藝舎え<よ う:義 し、轟轟を充実し轟発に。

重た者だな麺度も・ですべて:こ テキバキと饉肇毎、

隷動す轟、考ど奉蕪容を含ムでい基。こ券 43を

藤轟ξ墓薦えれば、轟弄藝洟築蓼警華って鶴`轟。本

奪窺ξ裏鋏員桑鎧鐘塾通幸轟 :こ そ警て構鯰彗、量走

そ酪箋蜆甍轟どでい基等で案轟oた とえ:ぎ 、数無

鐘贔薇炒朦ゝサインンと轟鋒ξこ六曇難火善攀わず

さ絣菫へ、ま覧嶺繊ξ菫ゝ サインンと鐸鋒義春響颯

券ξ曇慮し`準毎教科書量が轟鐵響ξ菫碁録馨栽褒 亀轟

暑季曇痒ようξ義鰊師塾鐘難も一諄 となせて毛$遷

靱轟趙濾してい拳ので4魃ぐ

纂,m難 轟颯 彗 バ ご

や裏警いるい基亀違べ¶攀たが、尋命藝習ダ・ヾ三

:裏 鶴曇熱駐れだ:Fを 導数奪 墾りまわて轟え尋べき

誉なく、これ鐘援聾券羹轟炸錯墾器で轟譲亀襲参

写:ξ 鎮麗学管へと幸なか尋亀幸晴蹴豊ま轟ぽ考暴省

議Ъ巻脅韓幸考え轟とき、甕奮パズ券童轟ない瀑轟

≧ξ轟とで亀重警な曇とで轟等、そぎ象参
fそ 鰺ま議轟

盤学奮亀つなか暑一つ券大彗な誠デイント錢鞍轟鋳

で:ま なかるつか李脅轟11め 鍵革横で鐘、動 :子 亀基

べで基碁裏争:こ 、援禁と整驚バズを驚菫ま彗難√十

:∫ 尋貿峰、最無じの錢ッ許―を常に考えなから委難

を導でも`暮鋳で轟碁幸すなか為ゝ藁鼻警攀難ξ覆ド・

畿事飾な甕雪ができやす(藝 、そ轟稜轟分塞身義1

4等轟す轟まで毒え、轟暮壼を`、鐵饉登と潔与三|

濠L等 錯い曇象をそ́藉ま 轟ゝ:墓 ず、運:ら ずモ券萎ギil

こと鐘そ券難iこ まと等与撃
':こ

鸞姜轟録轟も`痙奮 '

ズ:こ考辱裏争:みわ瀑ilゞ て書`轟。霧か≧ヾ}隼 サ|::

暮が等義奪馨霧轟碁認`:ま 肇襲暴轟まこな子が集考ll

轟畢轟義者Ъ実菫鋳なや萎奉轟毛襲 :こ す馨菫曇.

妾譲装砦ξ裏季藉零等豊義ノンバー饉聾島を装 :す ■
‐

もヽ幕痒雪品尋.

菫たゝ土轟轟鐘轟邊綴議事復讐バ翼毅難で、三

輔ま讐寺鑽撻器繍魂 :こ も考懸もなけ曇ばな柔七署■

菫とえば轟尋撃緩で鐘ち 量,菫 時難が披擁鐵蓬薯:

彎轟|.3轟轟が選簿とな拳と、第 4象錢無 ず́

ズ:ど 難華要でてくる√&式 に数築家霧科滅舞女鷺:

筆委鷺 :こ 省馨器で、男主義合参壼で:よ 轟彗全しヽが

まったくできず、複習バズの意味がない。そ義ri

⇒本毅で:裏 、議ξ馨嚢 :こ もとく:こ 裁轟し、豊奮バ‐■

寿導やすしヽよう:こ しても` 6。

議を家轟攀奮と豊襲

獲:ぜ バズが難轟られ11轟 韓獲義たら鐘、撞青■

ズを学教でや巻こと:こ よ十で家難学習:ボニこえ≧
・

や晃必要寺I省 書`と考えてい基者も轟つたが、曇菫

で鐘そ参よう:こ 考えている者鑑いない尋復琶バ三

だifでモ幸萎轟まと義か美 響だと考え毛こユ重∴

き七姦や童手でみ|.藪讐バ三:こ 裏予てゝ参こ子

夢と等義菫菱幸警l轟 藝家箋学奮暴t響
クテムを11

或す碁亀轟奉讐鍵をす暮4と ができ轟畿難で轟亀

≧毒え争れ暑幸す導轟等、家難学習 :ξ 轟オえ∫|:二

奎業奉轟事を装嚢七響、憂暴:毛 主鋒鋳ξこと書く壇:

ことができ墓よう:こ す募11等 券亀難で轟碁と聾三

ら.生菱歩とし歩と手が票慮学膏ユ ≒うことを、

こ身よ +:こ :重 サ緊子と:彗鑢しておれ:」 .慶採鋳:|:

奪 もよ拳轟蓬 :こ なモ、舞曇奪学菅沐驚[も 蕪iまで■

4で 轟暴÷。経か暮毎票療学奮鍮痣亀鐘、学績 :」

おけてご罐ヽ童う:毛 投械がfT奪 われて鷺`暮かとい }

桑とが寅 iミ重聾ξ花な幸てく募の言あ4.接義苺I暮

織おい事盤七盤議を行くまう毅毯争島事 馨織をし'

も寿で轟轟ば、査絶たらiま そ彎轟馨糞義焦薫を見ネ

拳めることができず、し童がって、家難学音義lT
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1等 註 轟 象 ≦ 撃 琶 :製 事 事Lξ

il: 黛亀:事晉暴轟 幸奮

重要予讐恭掌轟 i義 準暮`可鋳暮で ≡菫表芋琶 :二

鍵寺 4ξ 養轟釜業幸築書を篇l簑 亀≧.、 釜美 :墨 主諄

ま華:こ と等{■・桑こ.寺十子さ尋よ呑:こ す辱i[聾:麦警墨

畢_1ミ 輩 4́ずtIか 、そξlで 11ま そ糞 を異鋒亀言ろと

ご÷藝 うこがこ七 4幸で轟尋うか.本秦で:=モ

身義まこついてil tt fi√ 轟暮青って曇ず[毒 碧か

暮一室森ittf舞 善な 亀寿ミi裏 考えてそ`ない。す1だ

轟 :こ チ青十豊奮、轟碁毎`ま塩‐霧ザ守彙J藍 主「秦Itt j電

■.:こ 妻鍵|き P■
~ご riぇ 4ギ青、妻菫こ奎ま圭:考 亀lil■ 彙::::

i幸ま萱糞そ もご)壽魔彗を
=i二

｀̀l弯 え4墓 、 ■i二 、

lI:華
′
:ifぜ :え モ顎≫:lご ―`しご津≒鏑襲だ暴う洛Lら 、:二

主二.凄ヽ一く・柔亀電こ貧:重.て 曼も`春と撃 幸てい尋

ま ,そ れ :=、  F学 1貴
‐I暴学警j主賛註 :r‐■ :家

獲
‐
■ξlす警:琶 全義聾 主二嚢 :こ 華乱す尋驚奪夏島 ,そ

轟 ]tcま た、書嚢 i二 載舞が議 :メ て豊費 :こ 抵鐘

を掌轟主 ::、 まと録を暮「[|す (亀 寺で、数鋒

勢I皐 :蔓 議す纂象中 i真
1予

壼擁轟轟、窺奮豪」講嚢で、

査費が轟ILi毒 :種 学奢す尋墾券通予琵でギし子難i警

i ji 4、 など看藉ユlj f■ 寿{:轟 it鋒主義か ネ、暮尋

もヽ嘩載
:訂

:毒等薯隆こ墾や夏■窯 :ノ て、≧L暴 し` 4亀 尭

摯が鳥幸∫[岳 藝議ミ=、 そ幸奪裏 J二 と急か く、妻

:=モ 畢幸身で轟 争、そ4摯 等え葉や事奏母曇かすI

「を:l iξ も`だろ争か争す考壽毒、学1立 で貌歩撃晋 :こ

琵
.:..、

幸警:寃 、導霧究、各童着、事 黎ここ繕二

■奉導墓を 急
♂■)導 と毒えらす■4券寺

'■

考か尋

手か春桑ξ三二纂曇Iを 亀だす る舞「_1■ 二婁i菫 、家

瘍録賛:鐘」}よ い轟 警声といえ碁彗

緯i奪甕学覆ず霧菫議象

言 等勇il玲錢重ェ

本議:iC時 轟導芦 :こ ま露 :ダ∫4が 、事策幸

者亀ヶシジ≒義逗 し、そましか 摯轟管が熱 裏拳争

命轟 轟桑介 :こ クセず
｀
黙雲i鍵姜了す為が、轟と

か主f:F ttξ子がくょ、そ翼 :こ :糞:宅:鋒 f筆 を考え.櫓

と、讐電津:か省譲贔鼻轟拳緑≦ル嗜子でみ募ギ

菫質,募ξif電筑桑主童盛錯鐸雲募轟尋テじイし毬

==幸

葬114■11鰭手婆顛て
'4■ ミ色壇手:菱

|・I轟 等も そ

√1筆三主義三ず≒彗≧墨■1基奏考毛とで轟曇争拳

,妻 喜もこtこ こを三i_で み尋と、豊義11まち:こ 多

く〔暴農I重 粂ゴ浄ユ堡Lモ ヽ'喜 可:黒 セヽt・ if i暴 其・。

一筆だ∫し,ネ 奥ξ予饗ぎF■ 輩逹難・I著葺をと書轟

ギ、え鍾i葬真を轟菊暮てままけff亀 だ`暴争
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≒
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‐
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「〕ぎ:こ 翼集三
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i/‐モき主 :■ 、デ:二 事主議i隻妻二::Iiこ キ

堡}幸 j`『1事奮キ募てい 4 Filご うかとし`寺曇とて
'

轟碁i十 三で表軍蓬セ有習幸芹撃t子 守 讐奪か轟

か ら考し・ ミ、よく董 顎難6卜←でそ毒謹二を驚

オ́でひ ii幸 ぎ∴メえ∫ことを、ど基 i÷ :こ 季霜
・妻ゴ

ム亀≒it巻 .三 {豊[準デrて し`考:競 [.ξ ゴ、す1で 1ま lゴニ

鋳.奎一勢考よ裏鋳:ギ 篭サ:資
:三 菱幸、:≒喜轟

iヽ 墓考ξ予考≧`、量菫蒙考軍華:す資ξ
=iゴ・

で暮

重・].■ す、二、こ.畢 ■|も 'i生 菱か墓 Ll鐙≫曇事実

で藁毒きモiガi■ :二 i峯彗 ::i=.鑑 :ま i賓青バ

ゴ、1壼 1異 と電i距誓建:、 轟 尋亀Lit、 蒙青‐て三主

覆鍾手奮煮 .1■|」:邊 ■墓響こ露
=:ぎ

ξ
~尋

よう

ますます持隻 f～
′へ《彙'で 轟ると考えてこ・辱ひ寺≫

百ĺi拳 れま粂lξ重,僚侵iず[聾 轟義 主錆鷲建:す青を

曇憂暮可十曇た録=.章
ま通華等繕ぜ 1妾で轟轟

こi馨 う。墓覇:群 等 :こ 省轟 :ゴ考 4:主 ど、豪鋒よ攀

豪す尋亀森がチ錯 {if tよ う鍾馨 iFて 参 4.

≧、か 暮、義彙 墓去難義轟A量がi羹 躍弊i考 尋寺
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‐
した゛導 ら幸名大の塩爾先生か ら
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'1彗

して持参す尋春〕

む 吾It 111 t1 1:J二
=:・

■)薔 ―テー シ青

|´J_f≧

青 :|‐1で fTiζ うⅢ   
‐

イ 父li毒 111議

デ

' =喜
夢い賞 夕1を 11食

質 奪■111:虔 lま で き尋 iず け妻 {ま つψ貧

二
・

I「 ゴ,I.}讐 1, Iミ :illl筆 ::こ こすII:L電
^ニ

ミ
=モニ■:Ⅲ :4た ::て もLiξ 等ヽ.お i:1と 父 fijr全

::Itt iltilミ i′ Xろ うえで も,今 費そこ〕

ili fiサ ||::く :::Tデ ,よ う1年 J∫ lノ fお まし:」 な
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力 現在まで心或黒

ほつきシした裁槃強鋼も現ゎれてξまぃ
なザ鶯・ただ惟誕鋳で1壌 轟るが,全部の生
鍵が参議:す ること,教凄キ委員が進んで聞
騒作成を行なうこと李

援業参鐵日経参議しなぃ父母 も,釘萎
バズの幸番鍮霧に1ま 参麟1し て.生徒の学

奮態変を観察するこ≧夢このことが家鐘
で学習 :こ っぃて子供 と語 る機会を与えて
讐■もので鐘ないか。   _

これ らごく鐘かo小 さな実践が成果で
lま ないかと思ゎれる幸

《重l 層ヽノ澪螺落義実装 .     ´

ア 釘内バス或童まで参経遇

豊浜釘全体戸数の 5割強,本絞生徒 6

難脅し拳る本部落まま,大 きい経済絡差 と

奪雑tF曇会構造をもら,集落の密集した

`大部藩が漁業家肇 {不在家庭 卜である。

魏錢鋳警意欲が停滞し,学習.溝動に大
きな抵抗をもら.不在家庭等でfま 親子器
対講 も生手れない・ こうした本地域の墨
繊の変革事本絞の柔事日標を達成するも
参だといっても訣し1で Lヽぃ遍ぎではない,

こうした実態をふまえた上でキ勉鶏
`薫

と
並I青 して家庭・ 学校・ 地域社会を結ぶ接
点,甲 も,鐘」

・
内バズが実施された。

本地域の鞠
‐
容バズ実施に先菫らテ轟員

会で検討を重ね 45年 y月 を皮勢うに設
擁会∵ 懇談食を簿始した。

父母勢集ま・ぅゃすぃ時刻を考慮し,午
後"y～ 8時寺校長,教頭,部落提任が部
落に義向ぃて講

・
し合いの場 4_・ もったゎけ

モある。しかし,出席を願う幾度ゃ畿枚
のプリントも町内鮫送もむをしく父兄の
議席 :ま ―向に典 くならず,lo人 の父兄
鍮縮簿を得るに も10時 を選 ぎ,出席織
員の方が多しヽ質たが続いた。 ′|

その後 も生徒夕父見にと意見を聞きな
がら説現懇談会は続けられ,9月 大浜 ,

立花 ,1月 の曲崎とlT」

‐
内バズが実施 され

る最踏11な ると,小ノ雄部暮にもやっと

父母Φ熱が高まり,小ノ浦部落鐸「内バズ

-7-
・
鞍轟人会が発足した。
・ こうして長かもた進緩から,世話人会
鍮一方ならぬ努力にょり,町鈎ギズ用ガ

ジ飯 と鉄筆が準鋳奉'れ た。

しかし,全綾生徒の 6割をも幸地域・だけ
jこ 分散する会場が4ξ い。しかたなく町の

持社をか りて実験鋳に 1手 2年生の希豊

者を本年 鷲月,内浦町晦バズ:こ 続 き実施

事れる事となったふ

露I弯バズに参職したア拿名の生徒 fま ,

数室参壼蕪ゅ鐘絡落会場鍮 墓～ 4倍 とぃ

畢人数事こもかかゎちず,教科委員の作成
する譲難 :こ熱心 Itrと 多く警姿そみて,父
母摯教舞共事こ安心し争どぅしても成功さ
せな tす れ iぎ な ら4ξ いとiF・ う声をひき起さ
せた。

新学理が始まると霧時 :こ ,全学年,全
条参無を原理とす碁ことが確難され:会
場 も欝∫費場会異鑢,お寺義 2会場を設け

菫が轟或され争P言 ズ長が決奉られ寺父母
の鬱―テーシ蓋ン亀くまれた。
お寺の会場には,書事ょり学習魂 5議 麹

《十数万円 )が等麟され現在 :こ もヽたって
も` る。

ギ 父母の経織

拳 ノ糠地域で覆Itt「電ズをゃろうとぃぅ

声 :ま ,昨年 7月 か ら始め られた中 しかし
^

実際に父兄懇議会を巽む`たの ;土 堤2月 2

ア菫で。 この時具体的に霧1~内パズ実施に

ついて確認 した。

それ以後 ,彗誓
^内バ ズを式聴 させ 悪ため :こ

こ参ような懇談会ぉょび役難会ξ裏争今年
奮月 14霊 ょ り現在の ところでまま3月 4

語までの簿にたがたが擁かれ争多ぃ月に

f裏 5～ 6警:。 5議 に―・度 fよ教師 亀参 :機1し

てお こなわれた。

このような父母の努力の中で。今年 1

月 25日 にlFf肉 バズは躍始 された。

:ま じめは場所 と人数の輿係か ら自「な参

撫:と し.新年度 よ り全学年強制的に参麟I

させ ることlicし た。
'

4月 11日 には父母の組織化 と啓蒙を
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はかるために,夜爾父母と教舗の懇議会
が灘かれ,父毒の費畿と1/て 次のことが

: 
洗った。

:   会場の講鸞
1 簿l 進婚録確認 .

―妙)・ 教鍮との意見交換

掛 欠蔵轟奎 と督促

総 生徒への気づきを伝鮮

粋)観察試誌の記録
.1鐸  づ鳳 費

・‐へ鍮指示 ,指導
難って,痒 :‐ 菫パズを少しで墓ょくしょ

うと真費Jに ,考 えている父 f撃 善導:青 :ま ,参
,論 肇,な春生徒 :こ すすめたり,姿勢の悪ぃ

生徒を注奪したり,生徒の中に溶け込ん
で学警鑢寺も、て高し合っている。

・ ・

父峰達な釘鍵バズの経様と1/1て 次の二
,ち の鐘を,童ててぃる。

霧  魏夕蒔装拶をする。 (た とぇ知 らな
‐  い几で亀》

.装卜 費鷺道鑢を守る。・

紗l 家:こ帰峰たら今難参
・
藁場来事を議す。

4どんな小 さぃこ・とでき,父母 。生難
手参文寸晟轟を多くも|》 }i   :i :
また,父母参万では少しで も蓋ヵ轟る

釘典バズにするた論,今夏生提達をづ1れ ,

で斉轟へ海水落につれてぃった薔
釘無パズ錬 4霧落 lr_分 かれているが ,

お
='参

交装をはかるため:こ ,連絡協議会
警鍵 くようP瞥 真会長に動きかけてぃる。
それから1手来まま海の子の豊島め生徒と山
簿部の生徒との賛歓会をもっょう教育委
震衰 :こ 轟幕かけても・ る。

1  骨オしで鐘多父録の撃轟バズ参無ほどう
守轟ろ拳か。 5人 苺難として難番にして

・ヽい基が実際 1ま 漁業家庭が多く
`ま

とんどが

蕪漁して精も,そ 参鵜 :ま 出綾ぎとか,農
‐黎 裏鏡事が粧しぃ。家にこヽて生徒の世話

をする勢減チ敬父母である。この人連は
パズに参鷺しようとはしない.仕事若の

ままでょぃめ)ら 鍵∫内バズに参歳:す るょぅ
啓ましてもヽるが多なかなかそこまでいか
ないぉ

ギから,亀母の組織化はまだ不十分で
ある幸職業縫,不在家庭が毅本的な原因
である。でも地裁の人達命教育に対する

菫言二塁露婁ユ菫:J菌誓懸ち∫
だまだ

ウ ・教彗iの 継議

44・ 年 8周ギこ毒学年 〔現 3年生 )が三

霧覇実亀した。 この段階では学年の 6割
が指導にあたった。

昨年夕夏体み申 :こ 1・ 2年生がな尉悔

実施した。

その後,懇表会等に教師が積継的に参な:

し,嬰I内 バズ実施につ与∵て父母と轟し合
l

う。

今年 嗜月毎発足か らある程度の擦華J力

ャもらながら教師が指導にあたる。
5月 に全戦錯が義番雛ぜになり,3遍鐵に
奏饗露」

｀
塞バズ́

｀
1こ 参なら ,指導してもtる 。

実 態 の 影 警
二 生装飾継織    '｀
提 本彙11月 ょり神社で鐸始する。教科

委員:ま 生徒饉で選議する。 4月 よむ・全
員裁席の建前になった。毎週土曜日午

i後 5時半ょり
°
5時 ゴで,1教科 30分

で 3教科 消化する。    ^
・バズ長の号合で,めい理 ,課騒配布
をf精 示し全員が隷懸に取 りかかる。25

分進ぎ響答を鏡布しま解答バ
´
ズにかか

る。 轟教撃1終 もたら,バズ長の理会で

度省をする。まず,生徒の反1富
'し

父母
の反箸,最後に教師の反省をおこない

めい選,礼 をして痙3‐ 内バズは終 る。そ
の後清掃を当番筆Jで おこなう。

打)教科委員の役割と指導

教科委員の仕事としては,交代で町

内バズ実施までに間種を作成する。教

科委員は教科担当と相談して難題を作

成し,毒ギ答 も用意する。 ア教科あるの

でほとんどの生徒がf可 らかの教科委員
として活動している。 i場 彗作成にあた

つては,授業で学習した範鍵の中より
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讐を V予 らせ∴l春 暮路ヽし,欠構整繊li鐘

liと し̀て 摯〕轟 らず,こ 織昇琴基幸事鍛す

尋■ :亡 質母 黎教舞:暴 妻れで轟尋幸

競後 :尋 轟:彗点 として ,

春欠嘉生またが竜尊事 :こ 比較 して華滞 :こ

多藉奉で ,夏 を卜:宝 す 4幸が≧:寺 争

幸ま暮A奉答 i″ モi等 すだif畢バズ:こ 薔参

てしよう経 :義 が婆姜心

以上蒔霧嶺象キ群表す るた場,父彗
i識窮奪分二尋装置々 等

・Iォ〕tら 4野 :講 [´ :」 {f

ら{ξ しヽゃ

ォ r〔業 ,まl寺 毒通点
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バ ズをふ まえた町男じ生徒集団の指導 について

姫路市立 高丘 中学 校

は じ 1め に

久し。〈 町バズ1の名で親しまれてきた本校

の町別バズ学習は、今日よそおいも新たに町711

生徒会の活動領域の中に逐次統合されよ うとし

ている。

これは、もとより本校の町バズが発足当初よ

り学力補充学習に主眼をおいたものではなかっ

た。家庭、学校、地域の三者統合による生徒指

導の統合的な永続的な進展を願いとするもので

あった。

かって、非行問題多発校であった本校が、そ

の生徒指導のゆえに、その一翼を大きく荷なう

ものと L′ て取 り上げてきた町バズであったが、

たまたま県教委より全県運動として提「昌された
1三

つのコンピーつの広場 "の 習念にぴったり

合致するものとして世の注視を集めた。

華いにも、父母並びに地域社会の全面的協力

を得て、当初の目的を達成したのである。そし

て、今はゆるぎない三者結合の広場 を一歩進め

て、新しい次の町別生徒会への結成を促進 しよ

うと試みている。

以下は、ここに到達するまでの幾多の実践、

問題点を記述 し、バズを基礎とした地域生徒集

団の在 り方を探究 し検討し、ご批正をお願いし

たい。

2 鞠 バ ズ の発 足

(1)ね ら い

ア 家庭教育、学校教育、社会教育がそれぞ

れの機能を発揮していくには統合的な支点

が必要である。その統合の広場 として町バ

ズを考える。

イ わが子どまりであった父母の目を、地域

全般の生徒の上にそそがを、従来の "冷た

い隣人 1か らの脱却をはかる。

ウ 集団の相互作用によぅて人間関係を高め

1国 人の発達と集団の成長をねらう。

ェ PTA活 動の正常化、活発化をはかる。

オ 地域社会との連携を進める。

(2)実施への手立て

ア 町別懇談会

町バズ実施に先き立ち、昭和 41年 2月

28日 の高岡新町を皮切りに、各町別に説

明懇談会を開始した。叉母の集まりやすい

時刻を考慮午後 7時～ 8時に校長、教頭、

生徒指導主事町担任が各町に出向いて話 し

合いの場をもったわけである。幸い各会場

とも父母の出席率は高 く、話し合いは深更

1時～ 2時に及ぶのが常とされ、また町に

よっては生徒をまじえての懇談会をもった

り、あるいは三度三度と話し合いのもたれ

たところもあった。このようにして 6月 11

日を最後に全校区 16会場の町バズ体制が

-1-



徒たちの手になる諸活動ができるように諸々

の活動能力を育成することに力を入れること

になった。そのためにこそ町パズをより充実

し、多様な活動内容をとり入れ実施させるこ

とが必要であると考えている。

5 町 別生徒 部 会 の 結 成ヘ

(1),昭 和 45、 46年度の町別懇談会

ア 主旨と概要

昭和 40年非行生徒の現実を大きく取 り上げ

て町別懇談会がもたれた。当時教育正常化の試

みの中の二つとして家庭地域学校のコミュニケ

ーションをより深めることによって校区全体の

協力態勢を醸成することにあった。この考えは

今も変わりがないが懇談内容に意ま生徒指導の次

元をより高める内容が要請 されている。特に町

バズで親 しまれている町別バズ学習の意義の再

認識と理解を深めるてだてが必要であった。

a 昭和 45年度夏休み中の各町711夜鶴懇談会

町別バズ学習の充実と今後の発展、並びに展

望を話 し合った。

① いわゆる者S市化現象による家庭の個別化

とでも言 うか、中学生の生活が家庭一学校

という直線的な姿で把握されがちである。

② 中学生は、心身共に激動期であり青年前

期として人FED形 成上重要な時期であるにも

か わゝらず現今の地域での指導態勢にFpl題

がある。

③ 校区にはいまや急激な住宅開発が進み新

I日 の住民間の人FHD関係に好ましくない姿が

起 りつ あゝる。生徒たちは敏感に地域の実

状を感知するとともに、行動面にも反映 し

てくることが懸念される。

④ 過度の情報の渦中に成長 している生徒に

は1健全な集団活動のなかでの生徒仲間、

大人 〔社会的指導者 )か らの正 しいコミュ

ニケーションこそ重要なことであろう。

以上の観点から各町に中学会を結成すべき

であるとの方向に共通理解を深めた。

b 昭和 46年度夏休み中の各町別夜FFD懇 談会

町別バズ学習の評価 とともに、中学会結成ヘ

のてだてを主として話し合った。いよいよ結

成への話 し合いとなると、地域の特殊性 もあ

り問題点も具体的に浮き彫 りにされた。

① 子供会との関連をどうするか

② 子供会指導者との協調に問題はないか
° ③ 育友会役員がその結成へのりニドをと

るのか明 らかに してほ しい。

④ 既に結成されている町の状況説明会を

持ってほしい。

⑤ 生徒たち自身にその意欲ができている

か 。

③ 生徒たちの手で活動できる実力がつい

ているのか。

⑦ 中学会行事と学校クラブ活動の試合、

練習の日時が合致し、行事学習への参加

度が将来問題にならないか。

③ 中学会の経費はどうするのか。

O 行事実施中の障害補償は どうなるのか

以上の問題点が出されるなかに中学会結

成の気運がもり上ってきた。それぞれの町

において再度育友会員・ 地域の理解ある有

力な方々による自主的な懇談会、結成準備

会、その打ち合わせ会が開かれてきている。

現在生徒会結成の段階に到っている地域は

7町 を数えている。

(2)組織づ くりと準備 (御立中学部会の場合 )

中学会を作る前の地固めが大変であった。充

分な時「Elと 労力をかけ、中学生と地域の人々の

盛り上 りを考え「中学会を支 え育てるのだJと

い ぅ協力体制を整えることにもっとも力を入れ

たG

父兄に対するPR活動として

0 なぜ中学会をつくらねばならないか

o 中学会はどんなことをするのか

0 中学会に対して父兄はどのような援助をす

るのか。

このことについて、生徒を含めて各家庭及び

地域での充分なる共通理解 と結成への意欲を喚

起することであった。

ある育友会役員の方々のなかには、町別生徒

集団活動の必要性について夜 FED理解不十分の家

庭に個別訪問 して懇談 し、夜半に及ぶこともた

びたびであったと問いている。

0 地域的な話し合いの会
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中学会の活動費を自治会で負担 していた  ゞ     第 9条 会計年度

くこともあるので、自治会役員 とのひざをつ             本会の会計年度は4月 1日

き合せての話 し合いの会をもった。                 に始まり翌年 3月 31日 に

O 結成の準備会 として                      終る。

中学会を支え援助する人々によぅて、中学          陶員J

会の目標の立て方、中学会の組織奪く り、指     第 10条  1。 この会貝Jを改正する場合は

導者をどうするか、経費の出 し方、去夕l二等 :こ          _ 総会で出席者の過半数の同意

ついてたびたびの協議をおこなった。               を要する。

0 御立中学会会員1                       2.本 会に指導者を置く

第 1条 名称 本会は御立中学会と称する。             指導者は会員父兄より選び

第 2条 組.織 本会は御立地区の中学会によ            各町若干名 とする。

って組織する。                  指導者の中かあ次の三役を選

第 3条 目的 本会は中学生の自主性、社会           ぶ

`性を培い、健全な成長をはか            理事長 1名 副理事 1名

り非行防止につとめるととも             会計 1名

に明るい家庭生活社会生活を           指導者の会議、任期等につい

つくることを目的とする。             ては前記条文に準ずる。

第 4条 事`業 本会は前条の目的を達成する           3.本 会に顧間を置 く

ために下記の事業を行なう。             顧間は中学校の校長並びに

イ バズ学習 ロ スポ“ツ 活動           教育に関係ある機関等か亀選

ハ 野外活動 二 文化活動 :           ぶ。

ホ 奉仕活動 へ 交流会              顧間は本会運営等について相

第 5条 会費 本会の運営は、会費及補助金           談を受ける。

等でまかなったものとする。

但 し会費の額は役員会で決定  (3)結成経過及活動状況 (御立中学会の場合 )

する。              ア 御立中学部会の結成経過

第6条 役員 本会には下記の役員を置 く(    S46.1.10 安室小校区代表者打合せ会

三役 )会長 1名、冨1会長 4名     46.1.30 御立中学会発足委員会

(男女各 2名 )(各町に若干     46。 2.1 各町小単位毎の打合せ会

名の役員を置く)         46.2.10 各町小単位毎の打合せ会

第7条 役員の任期                46.2.13 安室絞区発足委員会

本会における役員の任期は 4     46.2.18 御立中学会発足について高丘中

月1日 から翌年 3月 末日まで         校長と打合せ

の1ケ年とする。但 し、再任     46。 2.23 御立中学会発足委員会

はさまたげない。          46.2.27 御立中学会発足について父兄と

第 8条 会議 本会の会議は総会と役員会と         話し合い。

にする。総会は毎年 1回開催     46,3.14 御立中学会発足について生徒 と

するものとする。但 し必要に         話 し合い。

応 じ臨時総会を開 く。        46.3.21 御立中学会発足委員会

役員会は必要に応」じ開催 し、     46.3.31 御立中学会発足委員会

事業や運営について協議 し決     46.4.15 御立中学会生徒役員名簿及び中

定する。会議は会長及び指導         学会指導者役員名簿提出

者が招集する。           46.4。 17 御立中学会発足委員会及び指導
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者役員の合同委員会

S46.4.28御 立中学会役員会 (総会のもち方)

46.5.4御立中学会発会式 (総会 )

イ 御立中学部会の行事経過

S46.5。 16 奉仕活動 (姫路城三ノ丸広場

の (清掃 )の 実施ゝ 60名参加 (5月 17闘 付

神戸新聞夕干じローカルニュープ欄掲載 )

“芝生命雑草刈りやゴミ拾い ''

66高
丘中生、姫路城清掃に汗流す ''

新緑の国宝姫路城は連日観光客でにぎわって

い角が、 16日 の日躍日、姫路市高丘中学校の

生徒が城内清掃作業に汗を流した。

O 同市御立地区かち同絞へ通学する生徒で組

織する御立中学会 (伊勢田孝弘会長 )の 60

人、同会は「地域社会に奉仕Jを モットーに

4日 発足 したもので、この日がはじめての活

動、老人ホームの慰間、清掃奉仕やバ ンーボ

ール大会なども計画 しているといぅ。

0 この日、メィバーはそろいのユニホーム姿

で、まず心ない観光客でよごされた三の丸広

場のゴミ拾い。このあと手に手にカマを持っ

て、芝生の雑草Nllり 。このところ続いた好天

気で、すっかり伸びきった雑草を入念に刈り

取った。あるメンバーは「お城は姫路のシン

ボルこれかちも清掃奉仕は定期的に続けたレ可

と意欲を話 していた。

S46。 7.7 指導者役員会開催 (夏休み中の

行事計画について )

S46,7。 10 中学会役員会開催 (夏休み中

の行事計画について )

S46.7.25 サイクリング兼飯ごう炊さん

参加申込の世話、計画立案

S46.8.8 サイクリング兼飯ごう炊 さん

実施、80名参加 (飾磨郡夢前田Iキ ドダム )

S46.8,13 中学会役員会開催 工場見学

参加申込の世話、計画立案

S46.8.16 中学会役員会開催 (球技大会

工場見学の件 )計画立案討議、確定

S46.8.22 球技大会実施 (男子ソフトボ

ール、女子バンーボール )70名 参加

S46。 8.25 工場見学実施 (明治牛乳、川

崎重工、両明石ェ場 )80名参加

S46.10。 9 中学部会総会 (規約改正役員

改選 )    |
S46.10。 30 中学部会役員会開催 (会長等

の改選、行事計画 )

ウ 今後の行事予定

12月 末 e老人ホーム及び氏神境内清掃奉仕

1月 末・ 神鍋又は戸倉にてスキー

3月 末 0卒業記念行事

4 町 バ ズ に 関す る調 査 とそ の考 察

(1)対父母調査  (中学会結成への布石を含めて)

ア「従来の町別バズ学習をどうお考えですかJ

この調査で主な意見は

1ア)協力的態度が育成され′ゝ望ましい人間関

が築かれる。

(ィ )上級生と接 して、いろいろな長所を学び

とることができ人間形成の上で役立つ。

(ウ )学力向上にも力をつける点で注目する。

(工)ム ダ話が多いように思われるが感じだけ

だろぅか。

(オl 時間的に浪費のように思うがどうだろう。

町別懇談会、育友会諸会合等で町バズのね ら

いの周知徹底を図 っているが、学習効果のみに

抱泥する父母の姿勢を完全に払拭 していないと

いえる。しかし、バズの根本瑠念については担

当な認識 を深め、町バズの効果を人間形成の次

元で評価 しているのは注目すべきである。

イ 今後の町バズのありかたについて

a 従来のように教科バズ、生活バズを通 じて

仲間づくりをす めゝる。

b 各町で生徒会を組織し、生徒の主体性によ

り学習バズ、生活バズ社会奉仕野外活動など

の諸活動を通 じて仲間づくりをすすめていく。
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町別地域別の中学会について十分な認織がな

されていないと思うにもかかわらず、半数以上

の父母が賛成 していることに深い関心 と期待を

もつことができる。

生徒会結成とともに、多様な活動を支持 して

いることは、生徒 と生徒の人間的接触を深めゝ

生徒と父母 との人FHZ的接触の深まり場の大切な

ことをあらためて求めているといえるだろう。

絞区は急激な都市化現象の進渉と生徒数の増加

によるマンモス校化することかちの危惧を思う

時、将来町別生徒会の果す役害1は大きいと言う

べきであろう。

調査集計の上で、上学年となるにつれて町別

中学会支持の増 えていることに注 目すべきであ

るが、なぜこのような結果になったか今後十分

に父母との話し合いをす めゝ、意向を聞いて全父

母の合意を得るよう努力をすべきであると考え

る。

ウ 町バズを実施する日時について

a 木曜日の午後 3時 30分か亀実施する。

b 各町で協議して実施するのがよい。

町バズは将来地域活動の 1つ として、生徒父

母の手で運営されるべきものとの観点に立って

いるが、現在の方法を是とするものが非常に多

い。前項の調査では中学会を結成し多様な活動

を望んでいることと矛盾するように思える。い

かなる活動であれ教師の指導が第 1に要請され

る現在の状況はやむをえないとしても、この点

に地域活動推進のための啓蒙が必要であると思

われ′る。

なお、町独自の活動をす めゝるためには地域

指導者が積極的にリードをとり、土・ 日に活動

をするようにすべきであるという意見も多く付

記され́ていたことをつけ加える。

(2)対生徒調査

ア 町バズをこれかスも続けてい くのがよいと思

いますか。

a  lま  レヽ

調査の結果を数的に見ると、町バズ継続に

難色をしめすものが多くおかしく思われると

思う。昭和 42年町バズ発足当時の調査では、

町バズ支持率 1年 43.7%、  2年 21.5%、

3年 25.6%であった。これと比較すると継

続を望むものが高まったといっても、意外と

いぅべきであろ ぅ。しかし、町バズそれ自体

を否定したり、継続に反対といぅ評価でなく

活動内容に満足していないととるべきであろ

う。

また、クラブ部活動の時間にほしいとか、

自由な学習時間への欲求とが、心理的にはた

らいたのではないかと思われる。事実この結

果から半J断するより以上に町バズでの学習態

度、活動態度が良い点と相対的に評価すべき

である。

ィ 町バズをどんな方法でやりたいと思いま

すか。

a 仲間づくりのため、生活バズ、復習バ

ズ、その他奉仕作業、競技会、討論会を

やりたい。

b 課題プリントを中心に学習をやりたい。

c その他

対父母調査結果以上に生徒たちは多様な活

動を希望 している。特に高学年程高い率を示

しているのは、課題プリントによる町バズが

1年間続いたことに対するマソネリ化をつよ

く意識 しているためであろぅ。

いずれにしても、生徒の望む方向と学校の

意図する方向の一致は好ましいことであると

ともに、建設的な芽を大いに育て いヽきたい
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饉介駄馨で F考 ぇろ聾こ曇轟撃奮守轟碁幸
通ギ}ミ とかも、学警警轟戴学習肉華審撃撃させれ

ぞょいとぃ告畿鍮かも電鸞翼難か番≪寺警験鋒な
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鐘、もヽみむLう なこ

と浄fも オヽIlぶL・ても'ヽ み。

義: 熱心暮.麟九簡i、 範中島
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い機燿i評轟 亀警きことができる勢で :よ お亀ヽかと

考えてもヽ幕寺

機,科機器蝙掌鶉な鸞ム務

今までもふれでは無まこが、ぞく簿撃:こ表職す・れ

“ 露…

ばち讐灘幸 :こ 、島轟 :ノ む率もちち義う各キ率もヽと毅
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また、自_Lと か上達亀墾ヽラ蠍と|こ 亀かかわ

り轟常てく轟義とが轟暮幸饗えば、A鍮轟警
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春輩翁鈴毅鍮
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第 3翻 バス学習研究集会

社会科摯鰈饉おける思考力を高める方法

穂 島 市

(刺F

福 島 ′∫ヽ学 校

汎 轟 彦 )

1.思考力が嵩 まつた議Ъど機がは何によ

つて議譲るか

子どもの思考力が高機鬱なかば惨かな…%を も

って判断することは国難である。違とに学校生

活。学習時間という限られた場において、教師

の主観的な率1断のみで決定すること|ま 危険であ

る。ただ、子どもの進≧ぽ 〔話し合い )や書く

こと(文章表現 )あ るい|ま態度奪行動を通して、

子どもの思きがど働よ》にれわ鬱たかというこ

とを率‖定すも亀とはできると思う。しかし、そ

のことが必ずしも予どもの悪守力をより高次な

ものへ移行させたことは断定できないとすなわ

ち(常に目的であり、生産的であり、建設的で

あるとは限らないからである。わたしたちiま 、

常に教育という大前提にたって、子どもの思考

力を考えなくてはな場ない。

2。 思考力を奮てる魔めのな慮

(1)視録の広がり
:子 どもは生活領域がせまく、その経験も浅

い。したが癬で考えるための素材が賞国で、

きわめて皐近な素材をもとにしてものごとを

薄えようとする場合が歩い。 そ進でいかに

しで子どもめ轟活繹賊奪曇麗経験む豊かにし、

その視野を広げていくかという遮とが大切で

ある。

(2)関係づけ

予どもの率J断や思考は繕具論的であり、直

接的である。現雀こうだからこうだと結論を

下す場合がほとんどである。この退とからこ

のような結果に対し、どのような条件や他と

の関連があるかという関係的な意考が育つよ

うな条件や他との関連があるかとい う関係的

な思議が曹つまうに指ぶしなくてはならない。

(3)ま とまり

子どもの思考はとかく断片的で、前と後、

左と右との関連性に欠げる。したがって、そ

の思考にまとまりがない場合が多い。このよ

うな断片的思考を筋を通しまとまりのある思

考ができるようにしなければならない。つま

り要約する力を育てることである。

(4)ふ か さ

思諸がうわすべりして、ふかさがない とい

う竜とも予どもの悪者のなこりの時微である。

こかく畢合点をしてうすっぺしな悪号に陥 り

斃すいいわゆる思いつきの悪議であって、漱

んとらの悪考とはいたない③悪奪とは、考え

るための策総についているいるな条件キ関係

からなきさしならぬ結論を導さ議す連とでな

ければならない。その九めには、端納的に、

流ヾ 的にあるい:ま比較 類ゝ機、裁判等の深層

的な考え方を指導しなくて議なわない。

摯血―



3.社会科 学 響 の議聡 %を の ぼす方 法

以上のことから社会科に為ける思考力をのぼ

すためた 2ら め面から検討しなくてはならなレ`

と思う。そのひとつまま、思考の方法を身につけ

させるこ,と であり、もうひとつは、思考力を高

めるための学習過程であると思つ。

(1)患考の方法について

子どもが問題に直職したときに、それを解

決するためには、思考する方法を身につけて

いなくてはならない。そこで思考する角度を

4ら に分けてみた。そして、その思考み方法:

を子どもに理解さ溝た。つまり、個人学習、

集団学習を満わずいつでも思考できるパター

ンである。

ア 比較する思考

輔  今とくらべて昔はどうでしたか。

1/f)私たちの町
・
を他の町

^や
村とくらべ ると

.ど んなところがちがいますか。

け)私たちの生活とくらべてみましょう。

(→  Aく んと齢さんゆ考え方をくらべてみ

,  ま Lノ ょう。

l lfl 二つめ資料をくらべてくどんなことが

一   :い えますか。

イ 関係づける思考

伊)そ の問題は、私たちとどんな関係が,あ

` るだろうb       iァ  :
・に)それは、くらしや経済とどんな関係が

,    あるだろ う。
|け)それは、どの資料と関係があるだろう。

‐ウ 分析する思考

lyl 問題の中味をわけてみて、重要だと思

うのは、どれですかo

箔)その中味をわけてみると、どんなにゃ
:    けられますか。

|(勁  この問題は、Aと Bの
~■

l‐
から考えてい

1  1  ったらよいと思います。

・ エ ー
類推する思考

‐ 't71i今
までになもったBの ことから、こう

=  だということがいえると思います6

‐ぎ)・ 業と瀑とは同じ条件ですからヽ |うい
| ■  え|る

1思
υしますふ     111

(ウ):Aの考え方と、野の考え力とは同じで

はありませんか。

子どもの思考力が、どの程度に高まったかと

いうことを客観的に評価することはなかなか困

=難なことである。ただ、学級担任として、毎日

その子どもと接 しているという立場で、子ども

の考え方がどう変わ ってい ったかということを

観察記録や評定尺度、あるいは文章表現、1テ ス

ト、話し合い、態度や行動を通 して評価するこ

とはできるが、これは思考力漁」定の絶対評価 と

はいえない。学習過程におl~lる 各段階で、思考

する多くターーyを取捨選択することができる能力

が重要であると思 う。同時に子 どもの思.考が学

年の発達段階に応 じて、より生産:的に、建設的

に、しかも自主1責極的に進められたか というこ

とを重視すべきであろう。
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